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　編
集
委
員

　村
民
の
皆
様
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
す

べ
て
の
行
事
や
研
修
会
等
集
会
・
会
合
が
中
止
に

な
り
、不
要
不
急
の
外
出
を
我
慢
し
、先
の
見
え

な
い
不
安
と
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
な
が
ら「
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
」家
で
の
過
ご
し
方
を
工
夫
し
頑
張
っ
て

元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　第
一
波
・
第
二
波
で
対
策
を
講
じ
て
乗
り
切
り
、

今
後
の
第
三
波
に
油
断
な
く
、的
確
に
対
応
し
て

共
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　さ
て
、い
よ
い
よ
役
場
新
庁
舎
が
完
成
移
転
し

て
令
和
三
年
一
月
か
ら
村
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
結
の
あ
る
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

　編
集
委
員
は『
読
み
や
す
い
・
分
か
り
や
す
い
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
広
報
の
工
夫
研
究
を
積
み
重
ね
て

参
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、議
会
だ
よ
り
に
村

民
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
渡
嘉
敷 

眞
整
）

編
集
後
記

お問い合わせは　中城村議会事務局
（☎098-895-4318）まで

中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません!
あなたの字のままでいいんです。

の題字の募集をします!

題 提供字

題字募集!

　新型コロナウイルス感染症の第3波
が拡大中でありますが、今年に入りオン
ライン授業やオンライン会議等が急速
に広がってきました。本村でも小中学校
の児童、生徒を対象とした全員にタブ
レットを配布し、授業に取り入れる予定
です。村議会でも現在の予算資料や決
算資料、議案書等の膨大な紙資料の低
減を図るとともに予算の低減にもつな
がると思います。時代の変化に乗り遅れ
ることなく、タブレットの研修に取り組
み、議会活動がさらに充実するように研

日時：令和2年11月19日（木）　場所：吉の浦会館大ホール
講師：（株）コールアップジャパン　代表取締役副長　仲里均

安里 清市 新垣 修 屋良 照枝 渡嘉敷 眞整
桃原 清

玉那覇 登

「
」

中
城
村
議
会
だ
よ
り

中城村議会だより　2020年12月4日　第65号

ありがとうございま
した !

Vol.

議会からの
お知らせ

令和2年12月定例会は12月4日（金）～12月11日（金）の10時より開催（予定）

「一般質問は12月7日（月）～12月10日（木）予定」
議会の日程については、12月初旬に村ホームページでお知らせします。

議という字は

まだ習っていないから

何回も練習して
書きました

新垣 莉瑚

中城村議会研修会　タブレット研修

修を重ねて村民の負託に応えられるよ
う精進していきます。（大城 常良）
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投資的経費 18%

第1号
認定

令和元年度一般会計から水道事業会計までの7会計の決算を審議しました。
歳入総額から歳出総額を差引きし、令和2年度に繰り越す額を除いた実質収支額は、一般会計で2億774万円、特別会計で
8,416万円であり、総額2億9,191万円の黒字決算でした。水道事業会計は、5,849万円（税抜）の利益剰余金となった。

※標準財政規模　標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。令和元年度の本村標準財政規模は、44億4,875万円。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率がない、及び資金不足が発生していないため「-」と表示している。

過去3年間の一般会計決算と人口推移

基金の残高

地方債（村債）残高の推移

令和元年度決算に係る健全判断比率、資金不足比率

※1　不足する7,236万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補填

会計別

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

汚水処理施設管理事業特別会計

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出
水道事業会計

早期健全の基準

財政再建の基準

24億1,395万円

1億6,233万円

2億7,685万円

4億3,439万円

286万円

5億3,010万円

4,650万円

4億6,929万円

※１ 1億1,886万円

23億5,137万円

1億5,876万円

2億7,225万円

4億2,153万円

231万円

認定

認定

認定

認定

認定

認定

歳入総額 歳出総額 議決結果

自
主
財
源 
42

%

依存財源 58％
歳入

93億6,084万円
91億5,310万円

歳出

一般
会計

執行率
97.6%

義務
的経

費
 4
8%

地方税（村税）
29％

物件費
 12% 普通

建設事業費
19％

扶助費
27％

人件費
14％

繰出金 10%

補助
費等
 10
%

地方
交付税
14％

国庫
支出金
20％ 県

支出金
14％

地方債 
6％

その他 4％

積立金
 3%

公
債
費 

６
％

国
の

指
標

ー ー 7.8% 34.5% ー中城村
15.0%

実質赤字比率

20.0%

20.0%

30.0%

25.0%

35.0%

350.0% 20.0%

一般会計の赤字額
が標準財政規模に
占める割合

連結実質赤字比率
全会計の実質赤字
額が標準財政規模
に占める割合

実質公債費比率
全会計の償還額が
標準財政規模に占
める割合

将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定される
金額等が標準財政規
模に占める割合

公営企業会計に
係る資金不足比率

資金不足の額が事業
規模に占める割合

5億8,657万円

財政調整基金

1億475万円

土地開発基金

1億8,183万円

減債基金

0.4万円

国保財政調整基金

5億9,295万円

庁舎建設基金

5億3,220万円

南上原土地区画整理事業基金

900万円

人材育成基金

573万円

汚水処理施設管理事業基金

9,395万円

チバリヨー中城ごさまる応援基金

21億698万円

合計

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（億円）

52億9,520万円 21億820万円

54億8,046万円 20億5,989万円

55億3,714万円 20億389万円

そ
の
他 

８
％

繰
入
金 

５
％

財政指標は と判断

令
和
元
年
度 

決
算
認
定

令
和
２
年
度
第
７
回
中
城
村
議
会
定
例
会

（
令
和
２
年
９
月
７
日
〜
25
日
）

特別会計・企業会計決算の議決状況

令和２年9月定例議会
令和２年9月定例議会

「健全」

95 22,000
21,800
21,600
21,400
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90
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70
（人）

（億円）
歳入 歳出 人口

平成29年度 平成30年度 令和元年度

80億
2,098万円

79億
1,823万円

20,791

21,307

21,772

84億
6,243万円

82億
1,978万円

93億
6,084万円

91億
5,310万円

※基金とは、特定の目的のため積み立て、または準備しておく資金。

※地方債残高とは、公共施設や道路、下水道などの整備に充てた借入金の残高。

1億2,721万円

1億1,824万円

1億978万円

一般会計 下水道事業特別会計 水道事業特別会計

（２）（３） （２）
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議案番号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

同意第6号

報告第8号

報告第9号

陳情第8号

陳情第9号

陳情第10号

陳情第11号

陳情第12号

意見書第7号

意見書第8号

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

同意

同意

報告

報告

採択

採択

採択

採択

採択

件　名 議案等の概要 結果

中城村農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員
の過半数を占めることを要しない場合の同意について

中城村長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例

中城村役場の位置を定める条例の一部を改正する条例

中城村監査委員条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

中城村税条例の一部を改正する条例

中城村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

中城村水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例

吉の浦公園野球場機能強化整備工事請負契約について

令和２年度村立学校通信環境整備工事請負契約について

物品等購入の契約について

物品等購入の契約について

令和元年度中城村水道事業未処分利益剰余金の処分につ
いて

中城村固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

農業委員会委員の任命について

専決処分の報告について

令和元年度沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報
告について

新型コロナウイルス感染症対策に係る定期予防接種並び
にインフルエンザ予防接種についての要望について

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について（要請）

嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉手納基地由来の
PFAS汚染水の取水を止める陳情

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批
准することを求める意見書の提出を求める陳情

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批
准することを求める意見書

委員の任命につき、委員の少なくとも四分の一を
認定農業者等及び準ずる者とする

村長等の職務行為について、村への損害賠償責任
の一部を免歳することができる

令和3年1月より役場本庁舎の位置を、当間176番
地から当間585番地1へ定める

地方自治法改正に伴う、引用する条項の整備

中城村ハラスメント対策委員会委員の報酬額
を規定

新型コロナウイルス感染症等に係る特例措置

特定教育・保育施設の給食費の負担方法が変更

地方自治法改正に伴う、引用する条項の整備

契約額　6,050万円

契約額　5,258万円

新庁舎三役室等家具購入　契約額　1,177万円

新庁舎事務用備品購入　契約額　8,855万円

未処分利益剰余金　5,849万8,847円

島袋博光氏の任命することを同意

花城康樹氏、新垣勇氏、下地榮氏、小橋川達則氏、
花城新吉氏、比嘉盛安氏の任命することを同意

役場新庁舎建設工事（建築附帯外構工事）の工期
改定契約の報告

令和元年度事業・決算・資金報告

文教社会常任委員会に付託された陳情を審査の
結果、採択と決定

建設常任委員会に付託された陳情を審査の結果、
採択と決定

建設常任委員会に付託された陳情を審査の結果、
採択と決定

文教社会常任委員会に付託された陳情を審査の
結果、採択と決定

総務常任委員会に付託された陳情を審査の結果、
採択と決定

文教社会常任委員会に付託された陳情第8号を審
査の結果、採択となり意見書を提出

総務常任委員会に付託された陳情第12号を審査
の結果、採択となり意見書を提出

同意
第7～12号

令和２年 第６回 臨時会 （令和２年8月26日）

令和２年 第８回 臨時会 （令和２年10月29日）

議案番号

意見書第6号

決議第2号

原案
可決

原案
可決

件　名 議案等の概要 結果

Ｆ－１５戦闘機の部品落下事故に対する意見書

Ｆ－１５戦闘機の部品落下事故に対する抗議決議

事故原因の徹底究明と再発防止策を図るため、各
関係機関へ意見書を提出

事故原因の徹底究明と再発防止策を図るため、各
関係機関へ抗議決議を提出

議案番号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

原案
可決

原案
可決

原案
可決

件　名 議案等の概要 結果

令和2年度中城村一般会計補正予算（第5号）

ウフクビリ線災害防除工事（R2-1工区）請負契約について

物品等購入の契約について

一般会計予算の歳入歳出それぞれ 2,429万5千円を追
加し、予算の総額を歳入歳出123億6,992万6千円とする

小中学校のICT機器購入費（2,118台）
契約額　1億1,440万円

契約額　6,595万6千円

Ｆ－15戦闘機の部品落下事故に対する抗議決議

記

　令和２年８月４日午前10時30分頃、嘉手納基地所属のＦ－15戦闘機が飛行訓練中に長さ約17.8センチ
メートル、重さ約3.6キログラムの機体に弾薬を固定するための金属製部品を落下させる事故が発生した。米
軍は「落下地点は不明だが、仮に海上に落下した場合は嘉手納基地から東南東へ約97キロメートルの地点、
地上の場合は飛行場滑走路に近接する国道58号付近に落下した可能性がある」と発表した。
　日米合意では米軍による事件・事故の発生時には、正確、かつ迅速な情報提供をするとあるが、沖縄防衛局
を通じ関係自治体への情報提供は事故発生から約10時間後であった。
沖縄県及び、関係自治体や関係機関は、速やかな情報提供を繰り返し求めてきたにもかかわらず情報提供の
遅れは誠に遺憾である。日米合意を軽んじたばかりでなく、人的被害がなければ問題ないとの米軍の安全への
認識欠如であり、到底容認できるものではない。
　これまで幾度となく米軍機による部品落下事故が発生しているにもかかわらず、実効性のある再発防止策が
講じられていない。本村上空も米軍機の訓練空域が設定されていることに村民は大きな不安と強い危機感を
持っており、米軍の安全管理体制の欠如に強い怒りを禁じ得ない。また、事故原因の究明や再発防止の公表が
ないまま、事故発生の翌日には同型機の訓練を再開させた米軍の軍事訓練を最優先する姿勢に不信感は増幅
するばかりである。よって、本村議会は村民、県民の生命、財産、安全・安心な生活を守る立場から、米軍及び関
係当局に対し厳重に抗議するとともに下記事項を速やかに実現するよう強く要求する。

１　事故原因を徹底究明し、実効性のある再発防止策を講ずること。
２　全ての航空機の整備点検、安全管理を徹底すること。
３　全ての航空機の住民居住地上空での訓練飛行を禁止すること。
４　全ての在沖米軍基地を整理縮小・撤去すること。
５　日米地位協定の抜本的改定を早急に行うこと。

　第7回定例会において、「有機フッ素化合物（PFAS）汚染から市民の命を
守る連絡会」から提出された陳情を審議しました。この問題は、本村の上地
区（新垣・北上原・サンヒルズタウン・登又・南上原）へ供給を受けている水
道水に、摂取し続けると健康に大変な害があると指摘されている有機フッ
素化合物（PFAS）が混入している水源から取水を直ちにやめるよう要望す
ることなどが求められており、中城村民にとっても切実な問題であることか
ら審議の結果、全会一致で採択しました。

嘉手納基地立ち入り調査の
実施及び嘉手納基地由来の
PFAS汚染水の取水を

止める陳情の採択について

その他の主な議案（9月定例会）

（４）（５）



議案番号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

同意第6号

報告第8号

報告第9号

陳情第8号

陳情第9号

陳情第10号

陳情第11号

陳情第12号

意見書第7号

意見書第8号

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

同意

同意

報告

報告

採択

採択

採択

採択

採択

件　名 議案等の概要 結果

中城村農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員
の過半数を占めることを要しない場合の同意について

中城村長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例

中城村役場の位置を定める条例の一部を改正する条例

中城村監査委員条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

中城村税条例の一部を改正する条例

中城村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

中城村水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例

吉の浦公園野球場機能強化整備工事請負契約について

令和２年度村立学校通信環境整備工事請負契約について

物品等購入の契約について

物品等購入の契約について

令和元年度中城村水道事業未処分利益剰余金の処分につ
いて

中城村固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の
同意を求めることについて

農業委員会委員の任命について

専決処分の報告について

令和元年度沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報
告について

新型コロナウイルス感染症対策に係る定期予防接種並び
にインフルエンザ予防接種についての要望について

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について（要請）

嘉手納基地立ち入り調査の実施及び嘉手納基地由来の
PFAS汚染水の取水を止める陳情

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批
准することを求める意見書の提出を求める陳情

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批
准することを求める意見書

委員の任命につき、委員の少なくとも四分の一を
認定農業者等及び準ずる者とする

村長等の職務行為について、村への損害賠償責任
の一部を免歳することができる

令和3年1月より役場本庁舎の位置を、当間176番
地から当間585番地1へ定める

地方自治法改正に伴う、引用する条項の整備

中城村ハラスメント対策委員会委員の報酬額
を規定

新型コロナウイルス感染症等に係る特例措置

特定教育・保育施設の給食費の負担方法が変更

地方自治法改正に伴う、引用する条項の整備

契約額　6,050万円

契約額　5,258万円

新庁舎三役室等家具購入　契約額　1,177万円

新庁舎事務用備品購入　契約額　8,855万円

未処分利益剰余金　5,849万8,847円

島袋博光氏の任命することを同意

花城康樹氏、新垣勇氏、下地榮氏、小橋川達則氏、
花城新吉氏、比嘉盛安氏の任命することを同意

役場新庁舎建設工事（建築附帯外構工事）の工期
改定契約の報告

令和元年度事業・決算・資金報告

文教社会常任委員会に付託された陳情を審査の
結果、採択と決定

建設常任委員会に付託された陳情を審査の結果、
採択と決定

建設常任委員会に付託された陳情を審査の結果、
採択と決定

文教社会常任委員会に付託された陳情を審査の
結果、採択と決定

総務常任委員会に付託された陳情を審査の結果、
採択と決定

文教社会常任委員会に付託された陳情第8号を審
査の結果、採択となり意見書を提出

総務常任委員会に付託された陳情第12号を審査
の結果、採択となり意見書を提出

同意
第7～12号

令和２年 第６回 臨時会 （令和２年8月26日）

令和２年 第８回 臨時会 （令和２年10月29日）

議案番号

意見書第6号

決議第2号

原案
可決

原案
可決

件　名 議案等の概要 結果

Ｆ－１５戦闘機の部品落下事故に対する意見書

Ｆ－１５戦闘機の部品落下事故に対する抗議決議

事故原因の徹底究明と再発防止策を図るため、各
関係機関へ意見書を提出

事故原因の徹底究明と再発防止策を図るため、各
関係機関へ抗議決議を提出

議案番号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

原案
可決

原案
可決

原案
可決

件　名 議案等の概要 結果

令和2年度中城村一般会計補正予算（第5号）

ウフクビリ線災害防除工事（R2-1工区）請負契約について

物品等購入の契約について

一般会計予算の歳入歳出それぞれ 2,429万5千円を追
加し、予算の総額を歳入歳出123億6,992万6千円とする

小中学校のICT機器購入費（2,118台）
契約額　1億1,440万円

契約額　6,595万6千円

Ｆ－15戦闘機の部品落下事故に対する抗議決議

記

　令和２年８月４日午前10時30分頃、嘉手納基地所属のＦ－15戦闘機が飛行訓練中に長さ約17.8センチ
メートル、重さ約3.6キログラムの機体に弾薬を固定するための金属製部品を落下させる事故が発生した。米
軍は「落下地点は不明だが、仮に海上に落下した場合は嘉手納基地から東南東へ約97キロメートルの地点、
地上の場合は飛行場滑走路に近接する国道58号付近に落下した可能性がある」と発表した。
　日米合意では米軍による事件・事故の発生時には、正確、かつ迅速な情報提供をするとあるが、沖縄防衛局
を通じ関係自治体への情報提供は事故発生から約10時間後であった。
沖縄県及び、関係自治体や関係機関は、速やかな情報提供を繰り返し求めてきたにもかかわらず情報提供の
遅れは誠に遺憾である。日米合意を軽んじたばかりでなく、人的被害がなければ問題ないとの米軍の安全への
認識欠如であり、到底容認できるものではない。
　これまで幾度となく米軍機による部品落下事故が発生しているにもかかわらず、実効性のある再発防止策が
講じられていない。本村上空も米軍機の訓練空域が設定されていることに村民は大きな不安と強い危機感を
持っており、米軍の安全管理体制の欠如に強い怒りを禁じ得ない。また、事故原因の究明や再発防止の公表が
ないまま、事故発生の翌日には同型機の訓練を再開させた米軍の軍事訓練を最優先する姿勢に不信感は増幅
するばかりである。よって、本村議会は村民、県民の生命、財産、安全・安心な生活を守る立場から、米軍及び関
係当局に対し厳重に抗議するとともに下記事項を速やかに実現するよう強く要求する。

１　事故原因を徹底究明し、実効性のある再発防止策を講ずること。
２　全ての航空機の整備点検、安全管理を徹底すること。
３　全ての航空機の住民居住地上空での訓練飛行を禁止すること。
４　全ての在沖米軍基地を整理縮小・撤去すること。
５　日米地位協定の抜本的改定を早急に行うこと。

　第7回定例会において、「有機フッ素化合物（PFAS）汚染から市民の命を
守る連絡会」から提出された陳情を審議しました。この問題は、本村の上地
区（新垣・北上原・サンヒルズタウン・登又・南上原）へ供給を受けている水
道水に、摂取し続けると健康に大変な害があると指摘されている有機フッ
素化合物（PFAS）が混入している水源から取水を直ちにやめるよう要望す
ることなどが求められており、中城村民にとっても切実な問題であることか
ら審議の結果、全会一致で採択しました。

嘉手納基地立ち入り調査の
実施及び嘉手納基地由来の
PFAS汚染水の取水を

止める陳情の採択について

その他の主な議案（9月定例会）

（４）（５）
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で
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活
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る
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者
に
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変
が
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合
、家
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に
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だ
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配
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の
考
え
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祉
課
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そ
れ
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

行

政

懇

談

会

議会議場（現庁舎）の歴史に幕を閉じる

　昭和40年以来、長きにわたり村政運営の発展を支え、親しまれてきた現庁舎が新庁舎移転に伴い、55年
の歴史に幕を閉じることになりました。村政運営の意思決定の厳粛な場として活発な議論が交わされてきた
現議会議場も令和2年12月定例会を持って、その歴史に幕を閉じます。
　本村議会がその機能の伸長と村民の福祉増進を目指して着実な歩みを続けてこれたことは先輩方が魂
を込め、汗を流してきた努力の賜物であります。
　そこで、議長経験者のお二人より、当時の様子について語って頂きました。

　終戦後の赤瓦役場庁舎
から近代的な波型屋根コン
クリート２階建て庁舎が建
設されたが、当時は庁舎内
に議会棟が無く、ホールが
議場となっていました。人口
増加と村の発展に伴い庁

舎が手狭になり、本土復帰後の昭和48年に県
内では数少ない赤ジュウタンの敷かれた議会棟
が完成しました。完成当時は県内市町村議会関
係者の見学が多かったと先輩議員から聞きまし
た。歳月が経ち、現在では議会棟も老朽化が激
しく、本会議中に天井のコンクリートが剥離落
下したこともありました。来年より新しい役場庁
舎が完成し、議員の皆様においては、新しい議
場でも熱く議論を重ね、村政の発展及び村民の
福祉向上のために頑張って頂くことを期待致し
ます。

前々議長
比嘉 明典 氏

　私の当選後の初議会は平
成18年9月28日からで、この
時から議員定数が20名から
16名に改正されました。その
当時の「議会だより」は、年2
回発行で初議会の詳細は第
14号に掲載され、表紙には平

成18年6月10日に発生した「北上原土砂崩壊」の
現場写真が掲載されました。一般質問は重要な議
員活動の一環であり、初回から必ず行うよう心が
け、また、地元の代表という思いも強く、長年の懸案
だった中城城跡線道路整備については繰り返し質
問しました。よく「政治は生き物」と言われています。
生活に直結した案件も多く、また、その状況は日々
変化するものであり、誰もが関心をもつべきものだ
と思います。来年から新しい庁舎での議会が始まり
ます。議会図書室や監査室も新設されており、今後
の議員の皆様の更なる活躍を期待致します。

前議長
與那覇 朝輝 氏
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員活動の一環であり、初回から必ず行うよう心が
け、また、地元の代表という思いも強く、長年の懸案
だった中城城跡線道路整備については繰り返し質
問しました。よく「政治は生き物」と言われています。
生活に直結した案件も多く、また、その状況は日々
変化するものであり、誰もが関心をもつべきものだ
と思います。来年から新しい庁舎での議会が始まり
ます。議会図書室や監査室も新設されており、今後
の議員の皆様の更なる活躍を期待致します。

前議長
與那覇 朝輝 氏

議会だより第1号　2000年6月1日 創刊号より

（６）（７）
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金城　章　議員

議
員　
新
庁
舎
周
辺
、タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
進
捗
と

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

村
長　
新
庁
舎
周
辺
、タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
と
い
う
表

現
を
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
け

ど
も
、議
員
も
御
承
知
の
と

お
り
新
庁
舎
を
中
心
に
村
づ

く
り
、ま
ち
づ
く
り
に
い
く
と

い
う
の
は
、も
う
既
定
路
線

で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
保
育
や
教
育
施
設

等
も
予
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
城
の
将
来
、未
来
に
庁
舎

中
心
に
発
展
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。議
員

の
お
っ
し
ゃ
る
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
の
位
置
づ
け
と
し
て

も
、今
着
々
と
進
ん
で
い
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
第
４
次

総
合
計
画
で
は
、公
共
施
設

の
集
約
化
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。新
庁
舎
は
吉
の
浦
会

館
や
吉
の
浦
公
園
に
近
い
場

所
に
建
設
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
が
集
約
的
に
配
置

さ
れ
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
施

設
を
中
心
と
し
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
拠
点
形
成

が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

議
員　
奥
間
南
上
原
線
拡

張
工
事
計
画
と
予
算
確
保
の

進
捗
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
課
長　
奥
間
南

上
原
線
は
、当
初
２
年
の
工

事
計
画
で
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、２
年
間
で
の
事
業

完
了
は
厳
し
い
と
判
断
さ

れ
、現
在
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。今
後
企

画
課
と
調
整
を
行
い
今
年
度

か
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
こ
の
奥
間
南
上
原
線

の
事
業
予
算
配
分
は
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
課
長　
こ
の
事
業

費
と
し
て
、沖
縄
振
興
公
共

投
資
交
付
金
か
ら
優
先
配

分
と
し
て
配
分
さ
れ
て
い
ま

す
。

議
員　
事
業
費
配
分
予
算

が
付
い
た
が
、な
ぜ
年
度
初

め
か
ら
取
り
組
ま
な
か
っ
た

の
か
。

副
村
長　
こ
の
事
業
は
２
年

の
事
業
、こ
れ
は
最
終
年
度

が
令
和
３
年
ま
で
で
す
。こ
の

２
ヶ
年
で
事
業
が
無
理
だ
と

い
う
ふ
う
に
内
部
で
の
検
討

の
結
果
、事
業
を
断
念
し
た

と
い
う
こ
と
で
、事
業
執
行

を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

議
員　
せ
っ
か
く
つ
い
た
予

算
は
前
に
進
め
る
べ
き
と

思
って
い
ま
す
。執
行
部
と
し

て
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。

新
庁
舎
中
心
の

街

づ

く

り

を

奥
間
〜
南
上
原
線

拡

張

計

画

は

一般質問

●
新
庁
舎
建
設

●
道
路
行
政

●
海
岸
整
備

●
下
水
道
工
事

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

安里　清市　議員

議
員　
村
外
か
ら
の
来
訪

者
等
が
公
民
館
を
探
し
に

く
い
状
況
が
あ
る
。津
波
の

避
難
場
所
表
示
の
よ
う
な

形
式
で
の
案
内
表
示
板
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
。

企
画
課
長　
各
自
治
会
の

要
望
な
ど
に
つ
い
て
、今
後

確
認
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
同
地
区
の
住
民
よ

り
地
番
表
示
を
サ
ン
ヒ
ル
ズ

タ
ウ
ン
と
し
た
い
と
の
要
望

が
あ
る
。

都
市
建
設
課
長　
他
市
町

村
で
の
変
更
実
例
は
把
握

し
て
い
な
い
。行
政
側
と
し

て
は
登
記
簿
や
住
民
票
、戸

籍
簿
な
ど
の
変
更
費
用
が

必
要
に
な
り
、住
民
と
し
て

は
住
所
変
更
な
ど
各
種
手

続
き
を
個
人
で
行
う
こ
と

に
な
る
た
め
、検
討
が
必
要

に
な
る
。

議
員　
生
ま
れ
島
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、検
討
を
要
望
し
ま
す
。

議
員　
事
業
の
着
工
と
完

成
予
定
は

教
育
総
務
課
長　
今
年
度

は
調
査
を
実
施
し
、順
調
に

進
め
ば
中
学
校
の
建
設
の

建
て
上
り
は
令
和
７
年
ご

ろ
か
と
思
い
ま
す
。

議
員　
村
民
へ
の
説
明
が
さ

れ
て
な
い
。

教
育
総
務
課
長　
基
本
計

画
が
策
定
で
き
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
で
き
次
第
行
い

た
い
。

議
員　
立
派
な
計
画
が
立

案
さ
れ
、次
代
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
に
資
す
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。

議
員　
戦
後
一
貫
し
て
続
い

て
き
た
制
度
の
大
改
革
だ

と
思
い
ま
す
。中
城
幼
稚
園

と
津
覇
幼
稚
園
の
廃
止
方

針
を
村
民
に
伝
え
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

教
育
総
務
課
長　
今
年
度

の
予
算
決
定
後
の
予
定

だ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
な
い
。

議
員　
あ
と
２
年
半
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。何
ら
か
の
形

で
早
急
に
住
民
へ
の
説
明
を

求
め
ま
す
。認
定
こ
ど
も
園

を
2
0
2
3
年
度
か
ら
開

園
す
る
と
し
て
い
る
が
、準

備
期
間
が
短
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。村
は
既
に
事
業

者
の
内
定
を
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
課
長　
今
年
度
で

用
地
取
得
・
事
業
者
選
定
の

公
募
、そ
の
後
実
施
設
計
に

入
り
建
設
へ
と
進
み
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
中
に
建
物

が
完
成
予
定
で
す
。

議
員　
事
業
者
の
公
募
・
決

定
に
つ
い
て
は
行
政
の
公
平

性
の
原
則
か
ら
疑
念
を
持

た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

求
め
ま
す
。

各
字
公
民
館
な
ど
へ
の

案
内
板
設
置
を
求
む

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
の

地
番
表
示
変
更
は

小
中
学
校
の
改
築
・
移

転
計
画
の
進
行
状
況
は

公
立
の
幼
稚
園
廃
止
と
新

た
な
認
定
こ
ど
も
園
計
画
は

令和２年9月定例議会

施

政

方

針
伊佐　則勝　議員

議
員　
奥
間
宇
津
原
の
治

山
ダ
ム
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況
と
工
期
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長　
７
月
28

日
付
で
南
部
林
業
事
務
所

か
ら
本
庁
主
管
課
の
森
林

管
理
課
へ
保
安
林
指
定
の

申
請
書
が
提
出
さ
れ
、書
類

審
査
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。審
査
完
了
後
、確
定
の

公
示
を
行
い
保
安
林
指
定

の
完
了
と
な
り
ま
す
。工
期

は
年
度
内
完
了
を
目
指
し

て
進
め
て
お
り
、測
量
業
務

は
発
注
済
で
10
月
頃
成
果

品
が
上
が
る
予
定
で
す
。工

事
着
工
は
、11
月
頃
発
注
予

定
で
進
め
て
お
り
、地
元
説

明
会
は
工
事
着
手
前
に
村

及
び
自
治
会
へ
の
説
明
を

行
う
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま

す
。

議
員　
村
道
奥
間
南
上
原

線
の
国
道
出
口
向
け
に
２

車
線
化
拡
張
計
画
の
整
備

事
業
と
し
て
、県
か
ら
事
業

費
の
内
示
が
あ
っ
た
か
。そ

の
概
算
事
業
費
は
。

都
市
建
設
課
長　
令
和
２

年
の
１
月
15
日
付
で
内
示

を
受
け
て
い
ま
す
。令
和
２

年
度
分
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で

5
6
9
6
万
円
、補
助
額

８
割
で
す
。

議
員　
事
業
化
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を

講
じ
た
か
。

都
市
建
設
課
長　
事
業
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、予
算

内
示
前
か
ら
地
権
者
に
事

業
の
説
明
と
事
前
交
渉
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
。

議
員　
財
政
当
局
と
の
予

算
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
ど
の
よ
う

に
望
ん
だ
か
。

都
市
建
設
課
長　
地
権
者

９
名
の
う
ち
、８
名
の
同
意

を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、事

業
化
に
向
け
た
予
算
要
求

を
行
い
ま
し
た
。

議
員　
財
政
当
局
が
新
年

度
予
算
へ
の
採
択
に
至
ら
な

か
っ
た
根
拠
は
。

都
市
建
設
課
長　
一
括
交

付
金
の
関
連
で
事
業
を
２

年
間
で
計
画
し
て
い
た
た

め
、２
年
間
で
の
完
了
は
厳

し
い
と
判
断
さ
れ
、採
択
に

至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

企
画
課
長　
財
政
と
し
て

も
２
年
間
で
は
厳
し
い
と
い

う
こ
と
で
、そ
の
当
時
は
予

算
化
を
見
送
っ
た
状
況
で

す
。

議
員　
現
時
点
で
県
側
も

内
示
予
算
を
保
留
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。チ
ャ
ン
ス

は
活
か
す
べ
き
で
財
政
当

局
と
の
再
調
整
も
含
め
、事

業
化
に
向
け
た
政
策
の
方

向
性
を
見
直
す
契
機
に
な

れ
ば
と
提
案
要
望
す
る
が
。

都
市
建
設
課
長　
県
と
は

今
年
度
で
執
行
で
き
る
範

囲
の
予
算
で
減
額
調
整
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。財
政
当

局
と
も
予
算
調
整
を
行
い
、

実
施
設
計
と
法
線
を
固
め

た
後
の
用
地
測
量
の
事
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

屋良　照枝　議員

議
員　
現
在
の
護
佐
丸
バ
ス

の
運
行
拡
大
、見
直
し
は
で

き
な
い
か
問
う
。

企
画
課
長　
ル
ー
ト
の
変

更
や
バ
ス
停
の
見
直
し
は
可

能
で
す
が
、利
用
者
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、短

時
間
で
移
動
で
き
る
よ
う

に
ル
ー
ト
の
変
更
、バ
ス
停

の
増
設
、最
終
便
の
延
長
な

ど
住
民
の
要
望
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
継
続
し
て
運
行

す
る
た
め
の
財
源
や
費
用

対
効
果
等
の
た
め
見
直
し

は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　
浜
は
バ
ス
停
が
設
置

さ
れ
ず
バ
ス
は
通
っ
て
な
い

現
状
！
そ
の
他
の
支
部
で

護
佐
丸
バ
ス
が
通
っ
て
い
な

い
場
所
は
あ
る
か
。

企
画
課
長　
浜
以
外
の
各

自
治
会
等
に
は
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員　
公
共
交
通
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
護
佐
丸
バ

ス
。交
通
弱
者
、高
齢
者
や

子
供
た
ち
へ
の
足
と
し
て
ぜ

ひ
バ
ス
を
通
し
て
い
た
だ
き

た
い
。通
学
や
病
院
等
へ
の

通
院
は
で
き
る
よ
う
に
時

間
帯
を
考
慮
し
て
で
も
検

討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

議
員　
平
成
29
年
４
月
以

降
、全
面
自
由
化
さ
れ
全

て
の
消
費
者
が
電
力
会
社

や
メ
ニュ
ー
を
自
由
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。経

済
産
業
省
の
電
力
の
自
由

化
の
目
的
に
照
ら
し
た
本

村
展
開
へ
の
当
局
の
認
識

を
伺
う
。

村
長　
電
力
の
全
面
自
由

化
は
価
格
競
争
が
や
れ
る

と
い
う
こ
と
。個
人
の
間
で

あ
れ
ば
大
変
結
構
そ
れ
ぞ

れ
の
選
択
で
よ
い
。我
々
地

方
公
共
団
体
は
損
益
に
ど

う
反
映
さ
れ
て
い
く
の
か

考
え
る
。雇
用
の
面
、地
域

貢
献
度
、そ
し
て
人
材
育

成
、相
対
的
に
考
慮
し
て
判

断
し
て
い
き
た
い
。沖
縄
電

力
に
も
企
業
努
力
も
促
し

な
が
ら
村
政
運
営
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

総
務
課
長　
村
役
場
に
お

い
て
は
令
和
元
年
度
が
年

間
7
5
8
万
円
、学
校
教

育
施
設
で
年
間
3
5
8
8

万
円
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。総

合
的
に
判
断
し
て
現
在
の

電
気
料
金
か
ら
大
幅
の
抑

制
が
見
込
め
な
い
の
で
、総

合
的
に
判
断
し
、契
約
先

の
変
更
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員　
今
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
が
一
変
し
、夏
の
暑
い
中
、

ク
ー
ラ
ー
を
か
け
な
が
ら

換
気
の
た
め
窓
を
開
け

る
。電
気
料
金
を
気
に
し

な
が
ら
熱
中
症
と
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
闘
い
な
が
ら
、

光
熱
費
が
今
年
は
上
が
る

と
予
測
さ
れ
る
の
で
、削

減
効
果
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

浜
に
護
佐
丸
バ
ス
停
を
！

電
力
小
売
り
自
由
化

治

山

ダ

ム

の

復
旧
工
事
進
捗

村
道
の
整
備
事
業

一般質問

（８）（９）
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金城　章　議員

議
員　
新
庁
舎
周
辺
、タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
進
捗
と

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

村
長　
新
庁
舎
周
辺
、タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
と
い
う
表

現
を
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
け

ど
も
、議
員
も
御
承
知
の
と

お
り
新
庁
舎
を
中
心
に
村
づ

く
り
、ま
ち
づ
く
り
に
い
く
と

い
う
の
は
、も
う
既
定
路
線

で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
保
育
や
教
育
施
設

等
も
予
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
城
の
将
来
、未
来
に
庁
舎

中
心
に
発
展
し
て
い
く
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。議
員

の
お
っ
し
ゃ
る
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
の
位
置
づ
け
と
し
て

も
、今
着
々
と
進
ん
で
い
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
第
４
次

総
合
計
画
で
は
、公
共
施
設

の
集
約
化
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。新
庁
舎
は
吉
の
浦
会

館
や
吉
の
浦
公
園
に
近
い
場

所
に
建
設
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
が
集
約
的
に
配
置

さ
れ
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
施

設
を
中
心
と
し
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
拠
点
形
成

が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

議
員　
奥
間
南
上
原
線
拡

張
工
事
計
画
と
予
算
確
保
の

進
捗
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
課
長　
奥
間
南

上
原
線
は
、当
初
２
年
の
工

事
計
画
で
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、２
年
間
で
の
事
業

完
了
は
厳
し
い
と
判
断
さ

れ
、現
在
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。今
後
企

画
課
と
調
整
を
行
い
今
年
度

か
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
こ
の
奥
間
南
上
原
線

の
事
業
予
算
配
分
は
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
課
長　
こ
の
事
業

費
と
し
て
、沖
縄
振
興
公
共

投
資
交
付
金
か
ら
優
先
配

分
と
し
て
配
分
さ
れ
て
い
ま

す
。

議
員　
事
業
費
配
分
予
算

が
付
い
た
が
、な
ぜ
年
度
初

め
か
ら
取
り
組
ま
な
か
っ
た

の
か
。

副
村
長　
こ
の
事
業
は
２
年

の
事
業
、こ
れ
は
最
終
年
度

が
令
和
３
年
ま
で
で
す
。こ
の

２
ヶ
年
で
事
業
が
無
理
だ
と

い
う
ふ
う
に
内
部
で
の
検
討

の
結
果
、事
業
を
断
念
し
た

と
い
う
こ
と
で
、事
業
執
行

を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

議
員　
せ
っ
か
く
つ
い
た
予

算
は
前
に
進
め
る
べ
き
と

思
って
い
ま
す
。執
行
部
と
し

て
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。

新
庁
舎
中
心
の

街

づ

く

り

を

奥
間
〜
南
上
原
線

拡

張

計

画

は

一般質問

●
新
庁
舎
建
設

●
道
路
行
政

●
海
岸
整
備

●
下
水
道
工
事

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

安里　清市　議員

議
員　
村
外
か
ら
の
来
訪

者
等
が
公
民
館
を
探
し
に

く
い
状
況
が
あ
る
。津
波
の

避
難
場
所
表
示
の
よ
う
な

形
式
で
の
案
内
表
示
板
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
。

企
画
課
長　
各
自
治
会
の

要
望
な
ど
に
つ
い
て
、今
後

確
認
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
同
地
区
の
住
民
よ

り
地
番
表
示
を
サ
ン
ヒ
ル
ズ

タ
ウ
ン
と
し
た
い
と
の
要
望

が
あ
る
。

都
市
建
設
課
長　
他
市
町

村
で
の
変
更
実
例
は
把
握

し
て
い
な
い
。行
政
側
と
し

て
は
登
記
簿
や
住
民
票
、戸

籍
簿
な
ど
の
変
更
費
用
が

必
要
に
な
り
、住
民
と
し
て

は
住
所
変
更
な
ど
各
種
手

続
き
を
個
人
で
行
う
こ
と

に
な
る
た
め
、検
討
が
必
要

に
な
る
。

議
員　
生
ま
れ
島
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、検
討
を
要
望
し
ま
す
。

議
員　
事
業
の
着
工
と
完

成
予
定
は

教
育
総
務
課
長　
今
年
度

は
調
査
を
実
施
し
、順
調
に

進
め
ば
中
学
校
の
建
設
の

建
て
上
り
は
令
和
７
年
ご

ろ
か
と
思
い
ま
す
。

議
員　
村
民
へ
の
説
明
が
さ

れ
て
な
い
。

教
育
総
務
課
長　
基
本
計

画
が
策
定
で
き
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
で
き
次
第
行
い

た
い
。

議
員　
立
派
な
計
画
が
立

案
さ
れ
、次
代
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
に
資
す
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。

議
員　
戦
後
一
貫
し
て
続
い

て
き
た
制
度
の
大
改
革
だ

と
思
い
ま
す
。中
城
幼
稚
園

と
津
覇
幼
稚
園
の
廃
止
方

針
を
村
民
に
伝
え
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

教
育
総
務
課
長　
今
年
度

の
予
算
決
定
後
の
予
定

だ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
な
い
。

議
員　
あ
と
２
年
半
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。何
ら
か
の
形

で
早
急
に
住
民
へ
の
説
明
を

求
め
ま
す
。認
定
こ
ど
も
園

を
2
0
2
3
年
度
か
ら
開

園
す
る
と
し
て
い
る
が
、準

備
期
間
が
短
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。村
は
既
に
事
業

者
の
内
定
を
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
課
長　
今
年
度
で

用
地
取
得
・
事
業
者
選
定
の

公
募
、そ
の
後
実
施
設
計
に

入
り
建
設
へ
と
進
み
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
中
に
建
物

が
完
成
予
定
で
す
。

議
員　
事
業
者
の
公
募
・
決

定
に
つ
い
て
は
行
政
の
公
平

性
の
原
則
か
ら
疑
念
を
持

た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

求
め
ま
す
。

各
字
公
民
館
な
ど
へ
の

案
内
板
設
置
を
求
む

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
の

地
番
表
示
変
更
は

小
中
学
校
の
改
築
・
移

転
計
画
の
進
行
状
況
は

公
立
の
幼
稚
園
廃
止
と
新

た
な
認
定
こ
ど
も
園
計
画
は

令和２年9月定例議会

施

政

方

針
伊佐　則勝　議員

議
員　
奥
間
宇
津
原
の
治

山
ダ
ム
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況
と
工
期
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長　
７
月
28

日
付
で
南
部
林
業
事
務
所

か
ら
本
庁
主
管
課
の
森
林

管
理
課
へ
保
安
林
指
定
の

申
請
書
が
提
出
さ
れ
、書
類

審
査
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。審
査
完
了
後
、確
定
の

公
示
を
行
い
保
安
林
指
定

の
完
了
と
な
り
ま
す
。工
期

は
年
度
内
完
了
を
目
指
し

て
進
め
て
お
り
、測
量
業
務

は
発
注
済
で
10
月
頃
成
果

品
が
上
が
る
予
定
で
す
。工

事
着
工
は
、11
月
頃
発
注
予

定
で
進
め
て
お
り
、地
元
説

明
会
は
工
事
着
手
前
に
村

及
び
自
治
会
へ
の
説
明
を

行
う
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま

す
。

議
員　
村
道
奥
間
南
上
原

線
の
国
道
出
口
向
け
に
２

車
線
化
拡
張
計
画
の
整
備

事
業
と
し
て
、県
か
ら
事
業

費
の
内
示
が
あ
っ
た
か
。そ

の
概
算
事
業
費
は
。

都
市
建
設
課
長　
令
和
２

年
の
１
月
15
日
付
で
内
示

を
受
け
て
い
ま
す
。令
和
２

年
度
分
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で

5
6
9
6
万
円
、補
助
額

８
割
で
す
。

議
員　
事
業
化
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を

講
じ
た
か
。

都
市
建
設
課
長　
事
業
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、予
算

内
示
前
か
ら
地
権
者
に
事

業
の
説
明
と
事
前
交
渉
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
。

議
員　
財
政
当
局
と
の
予

算
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
ど
の
よ
う

に
望
ん
だ
か
。

都
市
建
設
課
長　
地
権
者

９
名
の
う
ち
、８
名
の
同
意

を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、事

業
化
に
向
け
た
予
算
要
求

を
行
い
ま
し
た
。

議
員　
財
政
当
局
が
新
年

度
予
算
へ
の
採
択
に
至
ら
な

か
っ
た
根
拠
は
。

都
市
建
設
課
長　
一
括
交

付
金
の
関
連
で
事
業
を
２

年
間
で
計
画
し
て
い
た
た

め
、２
年
間
で
の
完
了
は
厳

し
い
と
判
断
さ
れ
、採
択
に

至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

企
画
課
長　
財
政
と
し
て

も
２
年
間
で
は
厳
し
い
と
い

う
こ
と
で
、そ
の
当
時
は
予

算
化
を
見
送
っ
た
状
況
で

す
。

議
員　
現
時
点
で
県
側
も

内
示
予
算
を
保
留
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。チ
ャ
ン
ス

は
活
か
す
べ
き
で
財
政
当

局
と
の
再
調
整
も
含
め
、事

業
化
に
向
け
た
政
策
の
方

向
性
を
見
直
す
契
機
に
な

れ
ば
と
提
案
要
望
す
る
が
。

都
市
建
設
課
長　
県
と
は

今
年
度
で
執
行
で
き
る
範

囲
の
予
算
で
減
額
調
整
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。財
政
当

局
と
も
予
算
調
整
を
行
い
、

実
施
設
計
と
法
線
を
固
め

た
後
の
用
地
測
量
の
事
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

屋良　照枝　議員

議
員　
現
在
の
護
佐
丸
バ
ス

の
運
行
拡
大
、見
直
し
は
で

き
な
い
か
問
う
。

企
画
課
長　
ル
ー
ト
の
変

更
や
バ
ス
停
の
見
直
し
は
可

能
で
す
が
、利
用
者
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、短

時
間
で
移
動
で
き
る
よ
う

に
ル
ー
ト
の
変
更
、バ
ス
停

の
増
設
、最
終
便
の
延
長
な

ど
住
民
の
要
望
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
継
続
し
て
運
行

す
る
た
め
の
財
源
や
費
用

対
効
果
等
の
た
め
見
直
し

は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　
浜
は
バ
ス
停
が
設
置

さ
れ
ず
バ
ス
は
通
っ
て
な
い

現
状
！
そ
の
他
の
支
部
で

護
佐
丸
バ
ス
が
通
っ
て
い
な

い
場
所
は
あ
る
か
。

企
画
課
長　
浜
以
外
の
各

自
治
会
等
に
は
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員　
公
共
交
通
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
護
佐
丸
バ

ス
。交
通
弱
者
、高
齢
者
や

子
供
た
ち
へ
の
足
と
し
て
ぜ

ひ
バ
ス
を
通
し
て
い
た
だ
き

た
い
。通
学
や
病
院
等
へ
の

通
院
は
で
き
る
よ
う
に
時

間
帯
を
考
慮
し
て
で
も
検

討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

議
員　
平
成
29
年
４
月
以

降
、全
面
自
由
化
さ
れ
全

て
の
消
費
者
が
電
力
会
社

や
メ
ニュ
ー
を
自
由
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。経

済
産
業
省
の
電
力
の
自
由

化
の
目
的
に
照
ら
し
た
本

村
展
開
へ
の
当
局
の
認
識

を
伺
う
。

村
長　
電
力
の
全
面
自
由

化
は
価
格
競
争
が
や
れ
る

と
い
う
こ
と
。個
人
の
間
で

あ
れ
ば
大
変
結
構
そ
れ
ぞ

れ
の
選
択
で
よ
い
。我
々
地

方
公
共
団
体
は
損
益
に
ど

う
反
映
さ
れ
て
い
く
の
か

考
え
る
。雇
用
の
面
、地
域

貢
献
度
、そ
し
て
人
材
育

成
、相
対
的
に
考
慮
し
て
判

断
し
て
い
き
た
い
。沖
縄
電

力
に
も
企
業
努
力
も
促
し

な
が
ら
村
政
運
営
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

総
務
課
長　
村
役
場
に
お

い
て
は
令
和
元
年
度
が
年

間
7
5
8
万
円
、学
校
教

育
施
設
で
年
間
3
5
8
8

万
円
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。総

合
的
に
判
断
し
て
現
在
の

電
気
料
金
か
ら
大
幅
の
抑

制
が
見
込
め
な
い
の
で
、総

合
的
に
判
断
し
、契
約
先

の
変
更
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員　
今
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
が
一
変
し
、夏
の
暑
い
中
、

ク
ー
ラ
ー
を
か
け
な
が
ら

換
気
の
た
め
窓
を
開
け

る
。電
気
料
金
を
気
に
し

な
が
ら
熱
中
症
と
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
闘
い
な
が
ら
、

光
熱
費
が
今
年
は
上
が
る

と
予
測
さ
れ
る
の
で
、削

減
効
果
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

浜
に
護
佐
丸
バ
ス
停
を
！

電
力
小
売
り
自
由
化

治

山

ダ

ム

の

復
旧
工
事
進
捗

村
道
の
整
備
事
業

一般質問

（８）（９）
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安里ヨシ子　議員

石原　昌雄　議員

議
員　
男
女
平
等
参
画
社

会
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　
女
性
活
躍
推

進
法
に
基
づ
く
中
城
村
に

お
け
る
女
性
職
員
の
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、

女
性
職
員
の
管
理
職
と
多

様
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
積
極

的
な
登
用
、男
性
職
員
の
出

産
休
暇
取
得
の
促
進
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
員　
あ
ら
ゆ
る
審
議
会

と
か
、公
務
に
女
性
の
登
用

を
と
叫
ん
だ
と
き
、村
長
は

男
性
で
も
女
性
で
も
力
の

あ
る
人
な
ら
誰
で
も
登
用

す
る
男
女
の
意
識
は
な
い

と
答
弁
さ
れ
た
と
き
、女
性

自
身
の
自
立
の
意
識
の
改

革
が
必
要
だ
と
痛
感
致
し

ま
し
た
。今
後
も
女
性
の
地

位
向
上
に
努
め
て
い
く
。

村
長　
男
女
平
等
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
は
、本

村
と
し
ま
し
て
、こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
混
合
名
簿
導
入
し

て
い
な
い
学
校
は
、中
城
村

と
渡
名
喜
村
の
二
村
だ
と
い

う
こ
と
で
す
が
、教
育
長
は

混
合
名
簿
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
見
解
を
お
持
ち
で
す

か
。

教
育
長　
以
前
に
も
こ
の

件
は
教
育
委
員
会
議
や
校

長
会
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、私
と
し

ま
し
て
は
学
校
現
場
が
混

合
名
簿
に
し
た
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
導
入

す
る
方
向
で
話
を
進
め
て
い

き
た
い
。再
度
、校
長
会
や

教
育
委
員
会
会
議
で
話
し

合
い
を
深
め
て
い
き
た
い
。

教
育
総
務
課
主
幹　
混
合

名
簿
に
関
し
て
は
、校
長
会

で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

て
各
学
校
と
も
前
向
き
で

あ
り
ま
す
。学
校
で
作
成
し

て
い
る
公
式
の
名
簿
に
つ
い

て
、男
女
別
と
い
う
形
で
す
。

今
後
、各
学
校
長
と
実
際
に

話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら

目
に
見
え
る
形
で
男
女
共

同
の
学
習
の
社
会
を
進
め

て
い
き
た
い
。

議
員　
ど
の
学
校
も
同
じ

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
混
合

名
簿
の
大
切
を
知
り
実
施

し
て
い
る
わ
け
で
、男
女
差

別
の
解
消
、L
G
B
T
が
男

女
の
区
分
が
さ
れ
ず
に
す

む
社
会
的
少
数
の
人
た
ち

の
こ
と
を
考
え
実
施
し
て

ほ
し
い
。

教
育
総
務
課
主
幹　
本
村

と
し
て
平
和
、人
権
教
育
に

つ
い
て
必
須
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、人
権
教
育
の
一
環

で
す
の
で
、少
数
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
、つ
ま
り

L
G
B
T
の
問
題
も
含
め
、

し
っ
か
り
研
修
を
行
う
よ

う
助
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　
糸
蒲
公
園
に
は
木

陰
も
な
く
、多
く
の
来
場
者

が
過
ご
し
て
い
ま
す
。慰
霊

塔
周
辺
に
も
木
陰
は
あ
り

ま
せ
ん
。今
回
、南
上
原
配

水
池
建
て
替
え
が
糸
蒲
公

園
内
で
行
わ
れ
ま
す
。工
事

の
進
捗
状
況
と
工
事
日
程

の
提
示
を
。パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
復
旧
工
事
は
い
つ
頃
か
。

復
旧
時
の
植
栽
工
事
の
中

で
、琉
球
松
を
取
り
入
れ
て

木
陰
を
作
れ
る
か
。慰
霊
塔

周
辺
も
琉
球
松
の
植
樹
が

で
き
る
か
。

村
長　
素
晴
ら
し
い
提
言

で
す
。真
剣
に
考
え
る
、検

討
に
値
す
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長　
南
上
原

配
水
池
工
事
の
進
捗
状
況

は
、今
年
度
に
測
量
設
計

し
、３
年
度
の
工
事
着
手
、

完
了
の
予
定
で
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
復
旧
工
事

は
、令
和
４
年
度
に
測
量
設

計
し
、５
年
度
に
完
成
さ
せ

て
供
用
開
始
の
計
画
で
す
。

琉
球
松
の
植
栽
に
つ
い
て

は
、都
市
建
設
課
と
協
議
し

て
検
討
し
ま
す
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
第
２
波
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。失
業
対
策
、臨

時
職
員
や
パ
ー
ト
職
員
の
休

業
補
償
は
あ
る
か
。村
内
事

業
所
や
企
業
、商
店
な
ど
の

支
援
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
直
接
的
な
失

業
対
策
は
な
く
、職
員
等
の

P
C
R
検
査
や
や
む
を
得

な
い
場
合
は
有
給
休
暇
を

付
与
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
村
内
中

小
企
業
な
ど
の
6
0
9
事

業
所
の
う
ち
5
0
8
事
業

所
へ
給
付
額
1
7
0
0
万

円
、給
付
率
が
95
・３
％
で

す
。今
回
の
補
正
予
算
で
、

農
漁
業
者
向
け
の
緊
急
包

括
支
援
事
業
と
し
て
、農
漁

業
者
1
7
5
人
に
一
律
３

万
円
支
援
し
ま
す
。

議
員　
西
原
バ
イ
パ
ス
延
伸

に
伴
う
北
進
道
路
の
整
備

や
潮
垣
線
の
拡
張
な
ど
を

含
め
新
し
い
道
路
整
備
計

画
を
進
め
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。中
城
湾
岸
を
周
回

で
き
る
自
転
車
道
を
併
設

し
、活
性
化
が
期
待
で
き
る

が
ど
う
か
。サ
ン
ラ
イ
ズ
協

議
会
で
進
め
ら
れ
な
い
か
。

村
長　
自
転
車
道
の
導
入

に
つ
い
て
、サ
ン
ラ
イ
ズ
協
議

会
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
を
決

め
、４
町
村
を
ま
た
ぐ
自
転

車
道
で
観
光
客
の
誘
致
に

も
繋
げ
て
い
く
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

議
員　
自
転
車
道
を
整
備

す
る
こ
と
で
、地
域
間
交
流

が
起
こ
り
、自
転
車
通
学
と

か
自
転
車
通
勤
も
実
現
し

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
や
体
力

づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

糸

蒲

公

園

に

琉
球
松
の
植
樹
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
今
後
は

中

城

村

内

に

自
転
車
道
の
導
入
を

男
女
平
等
参
画
社
会

男
女
混
合
名
簿
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吉
の
浦
発
電
所
の

排
水
路
環
境
対
策
は

玉那覇　登　議員

議
員　
現
在
、「
戦
後
引
揚

者
上
陸
碑
」は
、久
場
の
東

海
産
業
の
敷
地
内
に
あ

り
、私
有
地
の
為
に
村
民

が
自
由
に
見
学
で
き
な
い

状
況
で
す
。今
後
の
場
所
の

確
保
・
財
源
の
確
保
等
、取

組
は
。

生
涯
学
習
課
長　
場
所
の

確
保
に
つ
い
て
は
、現
在
の

場
所
か
ら
で
き
る
だ
け
近

い
場
所
に
お
い
て
、見
学
者

の
利
便
性
も
考
え
な
が
ら
、

地
元
の
意
見
も
参
考
に
し

な
が
ら
、選
定
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、財

源
の
確
保
は
一
括
交
付
金

の
範
囲
内
で
で
き
る
か
も

含
め
、次
年
度
ま
で
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
事
業
、文

化
財
も
含
め
た
部
分
が
あ

る
か
、情
報
を
収
集
し
て
検

討
し
ま
す
。

議
員　
沖
縄
県
港
湾
課
の

方
針
案
は
課
題
解
決
に
向

け
て
、悪
臭
対
策
は
排
水
路

を
埋
め
立
て
て
舗
装
し
て
、

自
転
車
・
遊
歩
道
・
遊
具
等

を
整
備
し
、騒
音
対
策
と

し
て
植
栽
の
計
画
を
し
て
い

ま
す
。課
題
を
解
決
す
る

為
に
県
港
湾
課
・
中
城
村
・

沖
縄
電
力
、「
３
者
調
整
会

議
」を
す
る
考
え
は
な
い
で

す
か
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
吉
の
浦

発
電
所
の
排
水
路
の
環
境

対
策
に
つ
い
て
、お
答
え
し

ま
す
。排
水
路
の
埋
め
立
て

や
植
栽
の
計
画
は
、県
と
の

協
議
の
中
で
の
案
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、決

定
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
今
後
も
沖
縄

県
・
村
・
あ
と
電
力
の
３
者

に
よ
る
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
野
球
場
の
内
野
は

雨
が
降
っ
た
後
は
水
は
け
が

悪
い
状
況
で
す
。陸
上
競
技

場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
駐
車

場
等
の
照
明
が
暗
い
で
す

が
、今
後
の
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長　
今
年
度

野
球
場
に
関
し
ま
し
て
は
、

内
野
と
外
野
の
一
部
の
土
の

入
替
え
の
整
備
と
　
１
塁

側
、３
塁
側
の
木
を
伐
採

し
、応
援
ス
ペ
ー
ス
と
防
球

ネ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
を
実

施
し
ま
す
。公
園
内
の
照
明

は
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
含
め

た
駐
車
場
、そ
の
他
の
場
所

を
予
算
の
範
囲
内
で
ど
れ

だ
け
の
施
工
規
模
に
な
る

か
、今
年
中
に
整
備
で
き
る

部
分
は
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
津
覇
小
学
校
の
北

側
の
裏
山
と
住
宅
と
の
間

に
側
溝
が
あ
り
ま
す
。金
属

製
の
側
溝
で
す
が
、山
側
か

ら
圧
力
で
縮
め
ら
れ
崩
壊

が
心
配
さ
れ
ま
す
が
対
応

を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
こ
の
場
所

は
、平
成
24
年
か
ら
27
年
に

か
け
て
、県
が
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
の
対
策
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、変

状
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、県

へ
修
繕
対
策
を
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　
山
側
か
ら
の
動
圧

を
測
定
す
る
た
め
の
計
器

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　
検
討
し
て

み
ま
す
。

議
員　
津
覇
小
学
校
の
裏

側
か
ら
避
難
路
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
途
中
の
側
溝

が
、こ
れ
も
崩
壊
し
て
落
下

し
て
い
る
。降
雨
時
に
は
、

下
の
住
宅
の
方
に
土
砂
が

流
れ
込
ん
で
、非
常
に
心
配

さ
れ
ま
す
対
応
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
避
難
路
沿

い
の
側
溝
に
つ
い
て
は
、避

難
時
に
支
障
を
来
す
た
め
、

流
木
な
ど
国
道
沿
い
の
住

宅
へ
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員　
避
難
場
所
は
ど
こ

か
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
現
在
は
津

覇
自
治
体
の
拝
所
が
あ
る

場
所
辺
り
が
、避
難
場
所
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　
避
難
場
所
の
使
用

は
津
覇
自
治
体
と
協
定
は

結
ば
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
平
成
25
年
作

成
の
防
災
マ
ッ
プ
で
一
時
避

難
場
所
と
し
て
指
定
し
て
い

る
が
協
定
は
調
査
し
ま
す
。

議
員　
村
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
、住
民
票

や
戸
籍
抄
本
と
か
印
鑑
証

明
等
の
交
付
が
で
き
な
い

か
。

住
民
生
活
課
長　
個
人
番

号
カ
ー
ド
取
得
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、コ
ン
ビ
ニ
交

付
事
業
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
の
補
助
対
象
者

と
補
助
金
額
を
お
伺
い
し

ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
65
歳
以
上

の
方
、60
か
ら
64
歳
ま
で
は

心
臓
、肝
臓
、呼
吸
器
系

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

方
、ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
方
、身

障
手
帳
の
１
級
の
方
々
が

対
象
。補
助
金
額
は
、助

成
額
と
し
て
約
4
0
0
0

円
程
度
、接
種
料
金
と
し

て
お
一
人
当
た
り

1
0
0
0
円
で
の
実
施
で

す
。生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
接
種
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

「
戦
後
引
揚
者
碑
」の
移
動

吉
の
浦
公
園
の
施
設
整
備

災

害

対

策

住
民
の
利
便
性
向
上

新垣　貞則　議員

戦後引揚者上陸碑

（10）（11）
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安里ヨシ子　議員

石原　昌雄　議員

議
員　
男
女
平
等
参
画
社

会
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　
女
性
活
躍
推

進
法
に
基
づ
く
中
城
村
に

お
け
る
女
性
職
員
の
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、

女
性
職
員
の
管
理
職
と
多

様
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
積
極

的
な
登
用
、男
性
職
員
の
出

産
休
暇
取
得
の
促
進
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
員　
あ
ら
ゆ
る
審
議
会

と
か
、公
務
に
女
性
の
登
用

を
と
叫
ん
だ
と
き
、村
長
は

男
性
で
も
女
性
で
も
力
の

あ
る
人
な
ら
誰
で
も
登
用

す
る
男
女
の
意
識
は
な
い

と
答
弁
さ
れ
た
と
き
、女
性

自
身
の
自
立
の
意
識
の
改

革
が
必
要
だ
と
痛
感
致
し

ま
し
た
。今
後
も
女
性
の
地

位
向
上
に
努
め
て
い
く
。

村
長　
男
女
平
等
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
は
、本

村
と
し
ま
し
て
、こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
混
合
名
簿
導
入
し

て
い
な
い
学
校
は
、中
城
村

と
渡
名
喜
村
の
二
村
だ
と
い

う
こ
と
で
す
が
、教
育
長
は

混
合
名
簿
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
見
解
を
お
持
ち
で
す

か
。

教
育
長　
以
前
に
も
こ
の

件
は
教
育
委
員
会
議
や
校

長
会
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、私
と
し

ま
し
て
は
学
校
現
場
が
混

合
名
簿
に
し
た
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
導
入

す
る
方
向
で
話
を
進
め
て
い

き
た
い
。再
度
、校
長
会
や

教
育
委
員
会
会
議
で
話
し

合
い
を
深
め
て
い
き
た
い
。

教
育
総
務
課
主
幹　
混
合

名
簿
に
関
し
て
は
、校
長
会

で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

て
各
学
校
と
も
前
向
き
で

あ
り
ま
す
。学
校
で
作
成
し

て
い
る
公
式
の
名
簿
に
つ
い

て
、男
女
別
と
い
う
形
で
す
。

今
後
、各
学
校
長
と
実
際
に

話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら

目
に
見
え
る
形
で
男
女
共

同
の
学
習
の
社
会
を
進
め

て
い
き
た
い
。

議
員　
ど
の
学
校
も
同
じ

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
混
合

名
簿
の
大
切
を
知
り
実
施

し
て
い
る
わ
け
で
、男
女
差

別
の
解
消
、L
G
B
T
が
男

女
の
区
分
が
さ
れ
ず
に
す

む
社
会
的
少
数
の
人
た
ち

の
こ
と
を
考
え
実
施
し
て

ほ
し
い
。

教
育
総
務
課
主
幹　
本
村

と
し
て
平
和
、人
権
教
育
に

つ
い
て
必
須
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、人
権
教
育
の
一
環

で
す
の
で
、少
数
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
、つ
ま
り

L
G
B
T
の
問
題
も
含
め
、

し
っ
か
り
研
修
を
行
う
よ

う
助
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　
糸
蒲
公
園
に
は
木

陰
も
な
く
、多
く
の
来
場
者

が
過
ご
し
て
い
ま
す
。慰
霊

塔
周
辺
に
も
木
陰
は
あ
り

ま
せ
ん
。今
回
、南
上
原
配

水
池
建
て
替
え
が
糸
蒲
公

園
内
で
行
わ
れ
ま
す
。工
事

の
進
捗
状
況
と
工
事
日
程

の
提
示
を
。パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
復
旧
工
事
は
い
つ
頃
か
。

復
旧
時
の
植
栽
工
事
の
中

で
、琉
球
松
を
取
り
入
れ
て

木
陰
を
作
れ
る
か
。慰
霊
塔

周
辺
も
琉
球
松
の
植
樹
が

で
き
る
か
。

村
長　
素
晴
ら
し
い
提
言

で
す
。真
剣
に
考
え
る
、検

討
に
値
す
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長　
南
上
原

配
水
池
工
事
の
進
捗
状
況

は
、今
年
度
に
測
量
設
計

し
、３
年
度
の
工
事
着
手
、

完
了
の
予
定
で
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
復
旧
工
事

は
、令
和
４
年
度
に
測
量
設

計
し
、５
年
度
に
完
成
さ
せ

て
供
用
開
始
の
計
画
で
す
。

琉
球
松
の
植
栽
に
つ
い
て

は
、都
市
建
設
課
と
協
議
し

て
検
討
し
ま
す
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
第
２
波
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。失
業
対
策
、臨

時
職
員
や
パ
ー
ト
職
員
の
休

業
補
償
は
あ
る
か
。村
内
事

業
所
や
企
業
、商
店
な
ど
の

支
援
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
直
接
的
な
失

業
対
策
は
な
く
、職
員
等
の

P
C
R
検
査
や
や
む
を
得

な
い
場
合
は
有
給
休
暇
を

付
与
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
村
内
中

小
企
業
な
ど
の
6
0
9
事

業
所
の
う
ち
5
0
8
事
業

所
へ
給
付
額
1
7
0
0
万

円
、給
付
率
が
95
・３
％
で

す
。今
回
の
補
正
予
算
で
、

農
漁
業
者
向
け
の
緊
急
包

括
支
援
事
業
と
し
て
、農
漁

業
者
1
7
5
人
に
一
律
３

万
円
支
援
し
ま
す
。

議
員　
西
原
バ
イ
パ
ス
延
伸

に
伴
う
北
進
道
路
の
整
備

や
潮
垣
線
の
拡
張
な
ど
を

含
め
新
し
い
道
路
整
備
計

画
を
進
め
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。中
城
湾
岸
を
周
回

で
き
る
自
転
車
道
を
併
設

し
、活
性
化
が
期
待
で
き
る

が
ど
う
か
。サ
ン
ラ
イ
ズ
協

議
会
で
進
め
ら
れ
な
い
か
。

村
長　
自
転
車
道
の
導
入

に
つ
い
て
、サ
ン
ラ
イ
ズ
協
議

会
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
を
決

め
、４
町
村
を
ま
た
ぐ
自
転

車
道
で
観
光
客
の
誘
致
に

も
繋
げ
て
い
く
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

議
員　
自
転
車
道
を
整
備

す
る
こ
と
で
、地
域
間
交
流

が
起
こ
り
、自
転
車
通
学
と

か
自
転
車
通
勤
も
実
現
し

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
や
体
力

づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

糸

蒲

公

園

に

琉
球
松
の
植
樹
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
今
後
は

中

城

村

内

に

自
転
車
道
の
導
入
を

男
女
平
等
参
画
社
会

男
女
混
合
名
簿
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吉
の
浦
発
電
所
の

排
水
路
環
境
対
策
は

玉那覇　登　議員

議
員　
現
在
、「
戦
後
引
揚

者
上
陸
碑
」は
、久
場
の
東

海
産
業
の
敷
地
内
に
あ

り
、私
有
地
の
為
に
村
民

が
自
由
に
見
学
で
き
な
い

状
況
で
す
。今
後
の
場
所
の

確
保
・
財
源
の
確
保
等
、取

組
は
。

生
涯
学
習
課
長　
場
所
の

確
保
に
つ
い
て
は
、現
在
の

場
所
か
ら
で
き
る
だ
け
近

い
場
所
に
お
い
て
、見
学
者

の
利
便
性
も
考
え
な
が
ら
、

地
元
の
意
見
も
参
考
に
し

な
が
ら
、選
定
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、財

源
の
確
保
は
一
括
交
付
金

の
範
囲
内
で
で
き
る
か
も

含
め
、次
年
度
ま
で
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
事
業
、文

化
財
も
含
め
た
部
分
が
あ

る
か
、情
報
を
収
集
し
て
検

討
し
ま
す
。

議
員　
沖
縄
県
港
湾
課
の

方
針
案
は
課
題
解
決
に
向

け
て
、悪
臭
対
策
は
排
水
路

を
埋
め
立
て
て
舗
装
し
て
、

自
転
車
・
遊
歩
道
・
遊
具
等

を
整
備
し
、騒
音
対
策
と

し
て
植
栽
の
計
画
を
し
て
い

ま
す
。課
題
を
解
決
す
る

為
に
県
港
湾
課
・
中
城
村
・

沖
縄
電
力
、「
３
者
調
整
会

議
」を
す
る
考
え
は
な
い
で

す
か
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
吉
の
浦

発
電
所
の
排
水
路
の
環
境

対
策
に
つ
い
て
、お
答
え
し

ま
す
。排
水
路
の
埋
め
立
て

や
植
栽
の
計
画
は
、県
と
の

協
議
の
中
で
の
案
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、決

定
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
今
後
も
沖
縄

県
・
村
・
あ
と
電
力
の
３
者

に
よ
る
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
野
球
場
の
内
野
は

雨
が
降
っ
た
後
は
水
は
け
が

悪
い
状
況
で
す
。陸
上
競
技

場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
駐
車

場
等
の
照
明
が
暗
い
で
す

が
、今
後
の
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長　
今
年
度

野
球
場
に
関
し
ま
し
て
は
、

内
野
と
外
野
の
一
部
の
土
の

入
替
え
の
整
備
と
　
１
塁

側
、３
塁
側
の
木
を
伐
採

し
、応
援
ス
ペ
ー
ス
と
防
球

ネ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
を
実

施
し
ま
す
。公
園
内
の
照
明

は
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
含
め

た
駐
車
場
、そ
の
他
の
場
所

を
予
算
の
範
囲
内
で
ど
れ

だ
け
の
施
工
規
模
に
な
る

か
、今
年
中
に
整
備
で
き
る

部
分
は
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
津
覇
小
学
校
の
北

側
の
裏
山
と
住
宅
と
の
間

に
側
溝
が
あ
り
ま
す
。金
属

製
の
側
溝
で
す
が
、山
側
か

ら
圧
力
で
縮
め
ら
れ
崩
壊

が
心
配
さ
れ
ま
す
が
対
応

を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
こ
の
場
所

は
、平
成
24
年
か
ら
27
年
に

か
け
て
、県
が
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
の
対
策
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、変

状
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、県

へ
修
繕
対
策
を
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　
山
側
か
ら
の
動
圧

を
測
定
す
る
た
め
の
計
器

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　
検
討
し
て

み
ま
す
。

議
員　
津
覇
小
学
校
の
裏

側
か
ら
避
難
路
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
途
中
の
側
溝

が
、こ
れ
も
崩
壊
し
て
落
下

し
て
い
る
。降
雨
時
に
は
、

下
の
住
宅
の
方
に
土
砂
が

流
れ
込
ん
で
、非
常
に
心
配

さ
れ
ま
す
対
応
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
避
難
路
沿

い
の
側
溝
に
つ
い
て
は
、避

難
時
に
支
障
を
来
す
た
め
、

流
木
な
ど
国
道
沿
い
の
住

宅
へ
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員　
避
難
場
所
は
ど
こ

か
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
長　
現
在
は
津

覇
自
治
体
の
拝
所
が
あ
る

場
所
辺
り
が
、避
難
場
所
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　
避
難
場
所
の
使
用

は
津
覇
自
治
体
と
協
定
は

結
ば
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
平
成
25
年
作

成
の
防
災
マ
ッ
プ
で
一
時
避

難
場
所
と
し
て
指
定
し
て
い

る
が
協
定
は
調
査
し
ま
す
。

議
員　
村
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
、住
民
票

や
戸
籍
抄
本
と
か
印
鑑
証

明
等
の
交
付
が
で
き
な
い

か
。

住
民
生
活
課
長　
個
人
番

号
カ
ー
ド
取
得
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、コ
ン
ビ
ニ
交

付
事
業
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
の
補
助
対
象
者

と
補
助
金
額
を
お
伺
い
し

ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
65
歳
以
上

の
方
、60
か
ら
64
歳
ま
で
は

心
臓
、肝
臓
、呼
吸
器
系

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

方
、ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
方
、身

障
手
帳
の
１
級
の
方
々
が

対
象
。補
助
金
額
は
、助

成
額
と
し
て
約
4
0
0
0

円
程
度
、接
種
料
金
と
し

て
お
一
人
当
た
り

1
0
0
0
円
で
の
実
施
で

す
。生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
接
種
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

「
戦
後
引
揚
者
碑
」の
移
動

吉
の
浦
公
園
の
施
設
整
備

災

害

対

策

住
民
の
利
便
性
向
上

新垣　貞則　議員

戦後引揚者上陸碑

（10）（11）
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新垣　修　議員

議
員　
１
階
の
全
館
案
内

板
、１
階
配
置
案
内
板
は
高

齢
者
や
視
力
弱
者
に
は
文

字
が
小
さ
く
見
え
づ
ら
い

と
感
じ
た
が
、見
解
を
伺
い

ま
す
。

総
務
課
長　
風
除
室
及
び

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
設
置
し
た
案
内
板
に
は
、

沖
縄
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
沿
っ
た
案
内
板

で
あ
り
、分
か
り
や
す
く
表

現
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が

見
え
な
い
中
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

利
用
優
先
、職
員
利
用
等

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　
利
用
に
つ
い
て

は
来
庁
者
の
優
先
は
当
然

で
あ
り
、体
調
の
す
ぐ
れ
な

い
職
員
、足
の
不
自
由
な
職

員
や
妊
娠
中
の
職
員
に
も

優
先
的
に
利
用
を
と
考
え

て
お
り
ま
す
。そ
れ
以
外
等

の
職
員
に
は
、健
康
維
持
の

た
め
階
段
の
利
用
推
進
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
多
く
の
人
が
階
段

を
利
用
す
る
と
思
う
が
、通

行
帯
区
分
を
取
決
め
た
ら

ど
う
か
。

総
務
課
長　
階
段
利
用
を

推
進
す
る
と
、一
定
の
ル
ー

ル
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。通
行
帯
を
表
示
す
る

こ
と
で
階
段
が
安
全
に
利

用
し
や
す
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、表
示
の
追
加

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員　
避
難
経
路
図
の
掲

示
が
あ
り
ま
せ
ん
、防
火
管

理
と
消
防
計
画
に
基
づ
き

消
防
法
と
合
わ
せ
て
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

議
員　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通

信
整
備
の
構
築
を
確
立
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
、機
器
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
整

備
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

向
け
て
の
今
後
の
取
組
と

課
題
を
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長　
環
境
並

び
に
機
器
整
備
、教
員
の
授

業
力
向
上
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

や
外
部
人
材
等
の
活
用
、研

修
会
等
を
図
り
、オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
充
実
に
取
り
組

む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

議
員　
校
内
環
境
が
整
え

次
第
、教
職
員
の
教
科
指
導

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推

進
、情
報
教
育
の
中
か
ら
児

童
生
徒
へ
の
活
用
充
実
と
、

教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
ら

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ほ
し

い
と
希
望
し
ま
す
。

新
庁
舎
利
用
へ
の

表

示

提

案

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

構
築
に
向
け
て

大城　常良　議員

議
員　
①
少
人
数
学
級
を

開
始
し
て
３
年
目
に
な
る

が
、こ
れ
ま
で
の
実
績
、課

題
は
あ
る
か
。

②
次
年
度
、最
終
年
度
を

迎
え
る
が
継
続
す
る
の
か
、

終
了
す
る
の
か
、判
断
す
る

根
拠
は
。

③
２
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
移
行
が
2
0
2
3
年

度
開
園
と
報
道
さ
れ
た
が
、

開
園
ま
で
の
工
程
表
の
策

定
は
。

④
男
女
混
合
名
簿
の
導
入

に
つ
い
て
は
県
内
の
小
、中

学
校
で
約
90
％
が
導
入
し

て
い
る
が
本
村
の
名
簿
導
入

の
取
り
組
み
は
。

教
育
総
務
課
主
幹　
①
授

業
が
分
か
り
や
す
く
学
習

環
境
が
大
幅
に
向
上
し
て

い
る
。課
題
は
教
師
の
授
業

力
や
家
庭
で
の
教
育
力
が

重
要
で
す
。

村
長　
②
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、教
育
委
員
会
の
意
向
を

尊
重
し
て
継
続
で
あ
れ
ば

予
算
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

教
育
長　
②
き
め
細
か
な

指
導
が
充
実
し
、教
職
員
の

多
忙
化
解
消
と
活
性
化
に

つ
な
が
り
続
け
て
い
き
た

い
。

こ
ど
も
課
長　

③
今
年

度
、用
地
買
収
、事
業
者
選

定
の
公
募
、来
年
度
実
施
計

画
、
建
設
工
事
を
進
め

2
0
2
2
年
に
建
物
が
完

成
、2
0
2
3
年
か
ら
開
園

予
定
で
す
。

教
育
長　
④
混
合
名
簿
は

学
校
現
場
が
実
施
し
た
方

が
い
い
と
い
う
考
え
な
ら
実

施
す
る
方
向
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
子
ど
も
へ
の
教
育
は

未
来
へ
の
投
資
と
考
え
、将

来
こ
の
子
供
た
ち
が
本
村

の
力
に
な
り
、村
の
更
な
る

発
展
を
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

議
員　
第
４
次
総
合
計
画

で
中
長
期
的
な
財
政
計
画

を
策
定
し
ま
す
と
あ
る
が

進
捗
状
況
は
。ま
た
、第
５

次
総
合
計
画
に
児
童
館
や

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
、複

合
施
設
の
建
設
計
画
の
考

え
は
。さ
ら
に
建
設
積
立
基

金
の
考
え
は
な
い
か
。

企
画
課
長　

現
在
、計
画

案
を
策
定
中
で
あ
り
、精
査

を
行
い
公
表
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。第
５

次
総
合
計
画
も
作
成
中
で

公
共
施
設
は
各
課
の
計
画

や
住
民
ニ
ー
ズ
、財
源
も
踏

ま
え
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、基
金
に
つ
い
て
は

小
中
学
校
の
整
備
に
向
け

た
民
間
活
力
導
入
調
査
も

踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
た

い
。

議
員　
中
長
期
的
な
財
政

計
画
が
な
い
と
全
く
進
ま

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、し
っ

か
り
と
作
成
し
て
公
表
ま

で
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

教

育

行

政

財
政
計
画
の
策
定
を

●
中
学
校
移
転
ス
ケ
ジュ
ー
ル

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

仲松　正敏　議員

議
員　
①
育
英
会
は
、何
年

度
か
ら
始
ま
り
現
在
ま
で

の
利
用
者
は
何
名
か
。現
在

貸
与
中
の
学
生
は
何
名
か
、

１
年
間
の
貸
与
生
は
何
名

で
金
額
は
い
く
ら
か
。

②
育
英
会
の
予
算
は
何
人

ま
で
貸
与
が
限
度
で
す
か
。

今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
学
費
等
で
困
窮
し
て

い
る
大
学
生
が
沢
山
い
る
よ

う
で
す
。育
英
会
の
財
政
を

立
て
直
し
て
学
業
支
援
を

よ
り
強
化
充
実
で
き
る
か

伺
い
ま
す
。

教
育
長　
将
来
の
中
城
を

担
う
人
材
育
成
の
た
め
、学

び
の
環
境
を
整
え
て
い
く
。

教
育
総
務
課
長　

①
昭
和
52
年
か
ら
現
在
ま

で
利
用
者
1
1
8
名
、現

在
貸
与
中
は
14
名
償
還
中

も
14
名
で
す
。貸
与
金
月
54

万
円
、年
間
6
4
8
万
円

で
す
。

②
育
英
会
の
予
算
は
５
名

が
限
度
で
す
。

議
員　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
大
学
生
の
生
活

状
況
が
５
人
に
１
人
位
の

割
合
で
生
活
が
大
変
苦
し

く
大
学
を
や
め
る
方
々
が

出
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
。そ
れ
で
育
英
会

の
力
で
相
当
数
救
え
る
の

で
は
な
い
か
と
質
問
し
て
い

ま
す
。私
は
最
低
で
も
１
学

年
10
人
、４
学
年
40
人
ま
で

実
施
で
き
る
よ
う
育
英
会

財
政
を
増
強
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

教
育
総
務
課
長　
奨
学
金

制
度
は
育
英
会
だ
け
で
な

く
、公
益
財
団
法
人
か
ら
返

さ
な
く
て
も
良
い
給
付
型

奨
学
金
が
あ
り
、そ
ち
ら
に

申
し
込
む
方
々
が
多
く
、村

の
貸
与
型
に
は
申
込
者
が

少
な
く
て
、現
在
予
算
内
で

収
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

議
員　
給
付
型
、そ
れ
は
一

番
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。中

城
村
も
そ
れ
で
行
け
ま
す

か
。

教
育
総
務
課
長　
給
付
型

の
ほ
う
は
現
在
の
予
算
で
は

不
可
能
で
す
。

議
員　
村
長
、最
低
限
10

人
以
上
で
1
9
2
0
万
円

を
一般
会
計
や
人
材
育
成
基

金
等
か
ら
繰
り
入
れ
て
育

英
会
の
財
政
強
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

村
長　
現
在
は
そ
の
需
要

に
対
し
て
供
給
は
で
き
て
い

る
。今
後
、増
え
て
い
っ
た
時

に
は
で
き
得
る
限
り
繰
り

出
せ
る
財
政
力
を
持
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　
出
来
る
限
り
子

ど
も
達
の
学
び
の
環
境
を

整
備
し
た
い
。会
長
の
副
村

長
と
も
予
算
面
の
相
談
を

し
た
い
。

議
員　
副
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

副
村
長　
３
年
位
前
か
ら

育
英
会
の
予
算
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。財
政

と
も
調
整
し
な
が
ら
来
年

に
向
け
て
理
事
会
の
ほ
う
で

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
本
村
の
学
校
現
場

に
お
け
る
小
学
校
、中
学
校

に
お
い
て
、発
達
障
害
の
可

能
性
の
あ
る
生
徒
は
学
校

ご
と
に
何
名
お
ら
れ
る
か
。

教
育
総
務
課
主
幹　

現

在
、教
育
委
員
会
と
し
ま
し

て
は
、発
達
障
害
児
に
つ
い

て
の
詳
細
な
調
査
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、医
師
、病

院
の
ほ
う
か
ら
、診
断
に
お

い
て
発
達
障
害
と
診
断
さ

れ
た
児
童
生
徒
の
人
数
は

把
握
し
て
お
り
ま
す
。小
学

校
41
名
、中
学
校
10
名
、計

51
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員　
発
達
障
害
は
脳
の

障
害
で
あ
る
た
め
、完
治
は

困
難
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、早
期
か
ら
教
育
、療
育

す
る
こ
と
で
、症
状
を
あ
る

程
度
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
調
べ

た
と
こ
ろ
、新
潟
県
柏
崎
市

で
は
、早
期
発
見
に
向
け
た

専
門
家
の
チ
ー
ム
が
組
織
さ

れ
、保
育
園
や
幼
稚
園
で
学

校
等
の
訪
問
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
、そ
れ
で
、本
村
に
お

い
て
、こ
の
発
達
障
害
の
早

期
発
見
に
向
け
た
専
門
家

チ
ー
ム
は
設
置
さ
れ
て
い
る

か
。

福
祉
課
長　
専
門
チ
ー
ム

に
つ
き
ま
し
て
は
、現
段
階

の
と
こ
ろ
、設
置
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。で
す
が
、必
要
に

応
じ
て
個
別
案
件
の
情
報

提
供
や
協
働
に
よ
る
支
援

と
い
う
も
の
は
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

議
員　
平
成
31
年
度
６
月

定
例
議
会
に
お
い
て
、村

道
、農
道
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し

た
。村
道
や
農
道
に
設
置
さ

れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

更
新
や
改
修
工
事
の
早
急

な
改
善
を
要
望
し
ま
し
た

が
、い
ま
だ
に
改
善
が
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、今
後
の
対
応
は
。

都
市
建
設
課
長　
農
道
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

は
、大
型
車
の
接
触
に
よ
り

傾
い
た
り
、支
柱
が
折
れ
る

な
ど
の
破
損
が
考
え
ら
れ

ま
す
。道
路
利
用
者
か
ら
の

情
報
等
で
現
場
を
確
認
し

早
急
に
修
繕
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破

損
原
因
と
し
て
お
も
に
台

風
や
キ
ビ
運
搬
車
に
よ
る

も
の
と
考
え
ま
す
が
、破
損

を
防
ぐ
た
め
に
、運
送
組
合

や
製
糖
工
場
に
対
し
て
何

ら
か
の
要
請
も
必
要
で
は

な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　
い
い
提

言
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、早

速
、そ
う
い
っ
た
要
請
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

発

達

障

害

児

支
援
へ
の
取
組
は

村
道
や
農
道
の

交
通
安
全
対
策
は

育
英
会
の
運
営
強
化
策

渡嘉敷 眞整　議員
しんしょう
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令和２年9月定例議会一般質問

新垣　修　議員

議
員　
１
階
の
全
館
案
内

板
、１
階
配
置
案
内
板
は
高

齢
者
や
視
力
弱
者
に
は
文

字
が
小
さ
く
見
え
づ
ら
い

と
感
じ
た
が
、見
解
を
伺
い

ま
す
。

総
務
課
長　
風
除
室
及
び

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
設
置
し
た
案
内
板
に
は
、

沖
縄
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
沿
っ
た
案
内
板

で
あ
り
、分
か
り
や
す
く
表

現
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が

見
え
な
い
中
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

利
用
優
先
、職
員
利
用
等

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　
利
用
に
つ
い
て

は
来
庁
者
の
優
先
は
当
然

で
あ
り
、体
調
の
す
ぐ
れ
な

い
職
員
、足
の
不
自
由
な
職

員
や
妊
娠
中
の
職
員
に
も

優
先
的
に
利
用
を
と
考
え

て
お
り
ま
す
。そ
れ
以
外
等

の
職
員
に
は
、健
康
維
持
の

た
め
階
段
の
利
用
推
進
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
多
く
の
人
が
階
段

を
利
用
す
る
と
思
う
が
、通

行
帯
区
分
を
取
決
め
た
ら

ど
う
か
。

総
務
課
長　
階
段
利
用
を

推
進
す
る
と
、一
定
の
ル
ー

ル
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。通
行
帯
を
表
示
す
る

こ
と
で
階
段
が
安
全
に
利

用
し
や
す
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、表
示
の
追
加

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員　
避
難
経
路
図
の
掲

示
が
あ
り
ま
せ
ん
、防
火
管

理
と
消
防
計
画
に
基
づ
き

消
防
法
と
合
わ
せ
て
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

議
員　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通

信
整
備
の
構
築
を
確
立
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
、機
器
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
整

備
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

向
け
て
の
今
後
の
取
組
と

課
題
を
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長　
環
境
並

び
に
機
器
整
備
、教
員
の
授

業
力
向
上
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

や
外
部
人
材
等
の
活
用
、研

修
会
等
を
図
り
、オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
充
実
に
取
り
組

む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

議
員　
校
内
環
境
が
整
え

次
第
、教
職
員
の
教
科
指
導

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推

進
、情
報
教
育
の
中
か
ら
児

童
生
徒
へ
の
活
用
充
実
と
、

教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
ら

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ほ
し

い
と
希
望
し
ま
す
。

新
庁
舎
利
用
へ
の

表

示

提

案

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

構
築
に
向
け
て

大城　常良　議員

議
員　
①
少
人
数
学
級
を

開
始
し
て
３
年
目
に
な
る

が
、こ
れ
ま
で
の
実
績
、課

題
は
あ
る
か
。

②
次
年
度
、最
終
年
度
を

迎
え
る
が
継
続
す
る
の
か
、

終
了
す
る
の
か
、判
断
す
る

根
拠
は
。

③
２
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
移
行
が
2
0
2
3
年

度
開
園
と
報
道
さ
れ
た
が
、

開
園
ま
で
の
工
程
表
の
策

定
は
。

④
男
女
混
合
名
簿
の
導
入

に
つ
い
て
は
県
内
の
小
、中

学
校
で
約
90
％
が
導
入
し

て
い
る
が
本
村
の
名
簿
導
入

の
取
り
組
み
は
。

教
育
総
務
課
主
幹　
①
授

業
が
分
か
り
や
す
く
学
習

環
境
が
大
幅
に
向
上
し
て

い
る
。課
題
は
教
師
の
授
業

力
や
家
庭
で
の
教
育
力
が

重
要
で
す
。

村
長　
②
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、教
育
委
員
会
の
意
向
を

尊
重
し
て
継
続
で
あ
れ
ば

予
算
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

教
育
長　
②
き
め
細
か
な

指
導
が
充
実
し
、教
職
員
の

多
忙
化
解
消
と
活
性
化
に

つ
な
が
り
続
け
て
い
き
た

い
。

こ
ど
も
課
長　

③
今
年

度
、用
地
買
収
、事
業
者
選

定
の
公
募
、来
年
度
実
施
計

画
、
建
設
工
事
を
進
め

2
0
2
2
年
に
建
物
が
完

成
、2
0
2
3
年
か
ら
開
園

予
定
で
す
。

教
育
長　
④
混
合
名
簿
は

学
校
現
場
が
実
施
し
た
方

が
い
い
と
い
う
考
え
な
ら
実

施
す
る
方
向
で
話
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
子
ど
も
へ
の
教
育
は

未
来
へ
の
投
資
と
考
え
、将

来
こ
の
子
供
た
ち
が
本
村

の
力
に
な
り
、村
の
更
な
る

発
展
を
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

議
員　
第
４
次
総
合
計
画

で
中
長
期
的
な
財
政
計
画

を
策
定
し
ま
す
と
あ
る
が

進
捗
状
況
は
。ま
た
、第
５

次
総
合
計
画
に
児
童
館
や

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
、複

合
施
設
の
建
設
計
画
の
考

え
は
。さ
ら
に
建
設
積
立
基

金
の
考
え
は
な
い
か
。

企
画
課
長　

現
在
、計
画

案
を
策
定
中
で
あ
り
、精
査

を
行
い
公
表
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。第
５

次
総
合
計
画
も
作
成
中
で

公
共
施
設
は
各
課
の
計
画

や
住
民
ニ
ー
ズ
、財
源
も
踏

ま
え
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。ま
た
、基
金
に
つ
い
て
は

小
中
学
校
の
整
備
に
向
け

た
民
間
活
力
導
入
調
査
も

踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
た

い
。

議
員　
中
長
期
的
な
財
政

計
画
が
な
い
と
全
く
進
ま

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、し
っ

か
り
と
作
成
し
て
公
表
ま

で
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

教

育

行

政

財
政
計
画
の
策
定
を

●
中
学
校
移
転
ス
ケ
ジュ
ー
ル

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

仲松　正敏　議員

議
員　
①
育
英
会
は
、何
年

度
か
ら
始
ま
り
現
在
ま
で

の
利
用
者
は
何
名
か
。現
在

貸
与
中
の
学
生
は
何
名
か
、

１
年
間
の
貸
与
生
は
何
名

で
金
額
は
い
く
ら
か
。

②
育
英
会
の
予
算
は
何
人

ま
で
貸
与
が
限
度
で
す
か
。

今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
学
費
等
で
困
窮
し
て

い
る
大
学
生
が
沢
山
い
る
よ

う
で
す
。育
英
会
の
財
政
を

立
て
直
し
て
学
業
支
援
を

よ
り
強
化
充
実
で
き
る
か

伺
い
ま
す
。

教
育
長　
将
来
の
中
城
を

担
う
人
材
育
成
の
た
め
、学

び
の
環
境
を
整
え
て
い
く
。

教
育
総
務
課
長　

①
昭
和
52
年
か
ら
現
在
ま

で
利
用
者
1
1
8
名
、現

在
貸
与
中
は
14
名
償
還
中

も
14
名
で
す
。貸
与
金
月
54

万
円
、年
間
6
4
8
万
円

で
す
。

②
育
英
会
の
予
算
は
５
名

が
限
度
で
す
。

議
員　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
大
学
生
の
生
活

状
況
が
５
人
に
１
人
位
の

割
合
で
生
活
が
大
変
苦
し

く
大
学
を
や
め
る
方
々
が

出
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
。そ
れ
で
育
英
会

の
力
で
相
当
数
救
え
る
の

で
は
な
い
か
と
質
問
し
て
い

ま
す
。私
は
最
低
で
も
１
学

年
10
人
、４
学
年
40
人
ま
で

実
施
で
き
る
よ
う
育
英
会

財
政
を
増
強
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

教
育
総
務
課
長　
奨
学
金

制
度
は
育
英
会
だ
け
で
な

く
、公
益
財
団
法
人
か
ら
返

さ
な
く
て
も
良
い
給
付
型

奨
学
金
が
あ
り
、そ
ち
ら
に

申
し
込
む
方
々
が
多
く
、村

の
貸
与
型
に
は
申
込
者
が

少
な
く
て
、現
在
予
算
内
で

収
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

議
員　
給
付
型
、そ
れ
は
一

番
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。中

城
村
も
そ
れ
で
行
け
ま
す

か
。

教
育
総
務
課
長　
給
付
型

の
ほ
う
は
現
在
の
予
算
で
は

不
可
能
で
す
。

議
員　
村
長
、最
低
限
10

人
以
上
で
1
9
2
0
万
円

を
一般
会
計
や
人
材
育
成
基

金
等
か
ら
繰
り
入
れ
て
育

英
会
の
財
政
強
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

村
長　
現
在
は
そ
の
需
要

に
対
し
て
供
給
は
で
き
て
い

る
。今
後
、増
え
て
い
っ
た
時

に
は
で
き
得
る
限
り
繰
り

出
せ
る
財
政
力
を
持
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　
出
来
る
限
り
子

ど
も
達
の
学
び
の
環
境
を

整
備
し
た
い
。会
長
の
副
村

長
と
も
予
算
面
の
相
談
を

し
た
い
。

議
員　
副
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

副
村
長　
３
年
位
前
か
ら

育
英
会
の
予
算
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。財
政

と
も
調
整
し
な
が
ら
来
年

に
向
け
て
理
事
会
の
ほ
う
で

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
本
村
の
学
校
現
場

に
お
け
る
小
学
校
、中
学
校

に
お
い
て
、発
達
障
害
の
可

能
性
の
あ
る
生
徒
は
学
校

ご
と
に
何
名
お
ら
れ
る
か
。

教
育
総
務
課
主
幹　

現

在
、教
育
委
員
会
と
し
ま
し

て
は
、発
達
障
害
児
に
つ
い

て
の
詳
細
な
調
査
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、医
師
、病

院
の
ほ
う
か
ら
、診
断
に
お

い
て
発
達
障
害
と
診
断
さ

れ
た
児
童
生
徒
の
人
数
は

把
握
し
て
お
り
ま
す
。小
学

校
41
名
、中
学
校
10
名
、計

51
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員　
発
達
障
害
は
脳
の

障
害
で
あ
る
た
め
、完
治
は

困
難
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、早
期
か
ら
教
育
、療
育

す
る
こ
と
で
、症
状
を
あ
る

程
度
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
調
べ

た
と
こ
ろ
、新
潟
県
柏
崎
市

で
は
、早
期
発
見
に
向
け
た

専
門
家
の
チ
ー
ム
が
組
織
さ

れ
、保
育
園
や
幼
稚
園
で
学

校
等
の
訪
問
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
、そ
れ
で
、本
村
に
お

い
て
、こ
の
発
達
障
害
の
早

期
発
見
に
向
け
た
専
門
家

チ
ー
ム
は
設
置
さ
れ
て
い
る

か
。

福
祉
課
長　
専
門
チ
ー
ム

に
つ
き
ま
し
て
は
、現
段
階

の
と
こ
ろ
、設
置
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。で
す
が
、必
要
に

応
じ
て
個
別
案
件
の
情
報

提
供
や
協
働
に
よ
る
支
援

と
い
う
も
の
は
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

議
員　
平
成
31
年
度
６
月

定
例
議
会
に
お
い
て
、村

道
、農
道
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し

た
。村
道
や
農
道
に
設
置
さ

れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

更
新
や
改
修
工
事
の
早
急

な
改
善
を
要
望
し
ま
し
た

が
、い
ま
だ
に
改
善
が
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、今
後
の
対
応
は
。

都
市
建
設
課
長　
農
道
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

は
、大
型
車
の
接
触
に
よ
り

傾
い
た
り
、支
柱
が
折
れ
る

な
ど
の
破
損
が
考
え
ら
れ

ま
す
。道
路
利
用
者
か
ら
の

情
報
等
で
現
場
を
確
認
し

早
急
に
修
繕
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破

損
原
因
と
し
て
お
も
に
台

風
や
キ
ビ
運
搬
車
に
よ
る

も
の
と
考
え
ま
す
が
、破
損

を
防
ぐ
た
め
に
、運
送
組
合

や
製
糖
工
場
に
対
し
て
何

ら
か
の
要
請
も
必
要
で
は

な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　
い
い
提

言
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、早

速
、そ
う
い
っ
た
要
請
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

発

達

障

害

児

支
援
へ
の
取
組
は

村
道
や
農
道
の

交
通
安
全
対
策
は

育
英
会
の
運
営
強
化
策

渡嘉敷 眞整　議員
しんしょう

令和２年9月定例議会 一般質問
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　前日の大雨洪水警報もあり、当日の研修は災害がいつでも身近に起こりえることを感じなが
ら流暢な秋田弁で津波の災害時のリアルな体験と映像、経験豊富な体験談はまさに今起こりえ
る災害に対する危機管理を問う、的をえた研修会で『正常化の偏見自分は大丈夫！』と過信するこ
となく防災は教育と訓練でしか習得できない。本当に危ないとき、本番にとっさに動けて命を守

ることが大事。
　コロナ禍の中、研修の重要性を考え、今やらねばと３
密をさけながら議員として日頃から地域を周知し人間
関係、近所関係を良好にし、誰一人取り残さない(高齢
者、弱者)。災害時にいざという時助けることも、身を守
ることもできない。なぜ、行政、企業等の災害対策の優
先順位は低いのか？やるべきこと、学ぶことが多く議員
として勉強することが多くありました。

中城村長　浜田　京介 殿 中城村議会
議長　新垣　博正

中城村議会としての政策提起について

記

貴殿には、村民福祉の向上に日夜ご奮闘していることに対し感謝申し上げます。
本村議会は、村民に身近な議会として、議会の基本理念、議員の責務及び活動原則等を定めた議会基本条例
に基づき議会報告会を開催し、村民の意見を広く聴き議会活動の活性化を図っております。
さて、本年においても2月5日に吉の浦会館において2回目となる議会報告会を開催したところ85人の村民の
参加がありました。行政に対する要望・意見等が数多くあり、全員協議会での検討の結果、下記のとおり政策提
起することになりました。
つきましては、財政の厳しい折村民の行政に対するニーズや解決すべき問題・課題が山積していることとご推
察申し上げますが、早急な対策及び解決に向けて取り組みがなされるよう下記提起いたします。

【政策提起事項】
高等学校の誘致について
「中部地域で唯一高等学校のない本村に普天間高等学校誘致を検討するよう求める。」
普天間高等学校は敷地が狭く、「キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区（返還地）」への移転計画を進めていた
が土地確保ができず、平成30年4月に移転を断念した。そこで中部地域で唯一、高等学校のない本村に普天
間高等学校の誘致を行なうよう村民から強い要望があり、県執行部への働きかけをしていただきたい。

令和２年9月定例議会一般質問

桃原　清　議員

議
員　
新
規
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　
そ
の
件
に
つ
い
て
現

在
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
、

北
上
原
地
域
が
ど
の
様
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
今

集
計
中
で
す
。そ
の
結
果
を

し
っ
か
り
精
査
を
し
て
、こ

の
区
画
整
理
事
業
を
今
後

ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
今
般
の
区
画
整
理

事
業
の
計
画
及
び
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て

①
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
地
区
の

面
積
は

②
地
域
内
の
人
口
は

③
地
域
内
の
地
主
の
人
数

は
何
人
か

④
今
後
、土
地
区
画
整
理

事
業
を
進
め
て
行
く
上
で
、

計
画
か
ら
事
業
終
了
ま
で

ど
の
様
な
順
序
で
進
め
て

行
く
の
か

⑤
組
合
構
成
員
は
ど
の
様

に
決
定
さ
れ
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長　

①
面
積
は
約
45
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
南
上
原
の
一
部
と
北
上

原
の
一
部
に
ま
た
が
っ
て
お

り
地
域
人
口
と
し
て
は
確

認
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
地
権
者
数
は
2
6
7
人

で
す
。

④
ま
ず
調
査
及
び
基
本
構

想
の
策
定
、地
権
者
へ
の
説

明
会
の
実
施
、市
街
化
編

入
、都
市
計
画
の
決
定
を
行

い
、事
業
計
画
の
作
成
、県

の
認
可
・
公
告
を
経
て
事
業

の
開
始
と
な
り
ま
す
。事
業

が
開
始
さ
れ
る
と
、仮
換
地

指
定
、建
築
物
の
移
転
・
除

去
、道
路
及
び
造
成
工
事
と

進
み
ま
す
。そ
の
後
は
換
地

計
画
の
決
定
及
び
換
地
処

分
、そ
れ
に
伴
う
登
記
及
び

住
所
等
の
変
更
、清
算
金
の

徴
収
ま
た
は
交
付
、最
後
に

事
業
終
了
の
認
可
を
得
て

完
了
と
な
り
ま
す
。

⑤
対
象
地
権
者
全
員
で
す
。

議
員　
今
、進
め
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、中
城

村
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
整
合
性
が
あ
る
か
、又

専
門
職
員
を
採
用
し
、担

当
者
と
す
る
事
が
出
来
な

い
か
。

都
市
建
設
課
長　
中
城
村

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
北
中
城
村
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性

が
取
れ
る
形
で
共
同
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し

て
い
く
予
定
で
す
。担
当
者

は
専
属
の
担
当
者
を
配
属

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
員　
奥
間
南
上
原
線
の

渋
滞
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

対
応
、今
後
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
令
和
２

年
度
に
実
施
設
計
及
び
用

地
の
測
量
の
為
の
予
算
計

上
、令
和
３
年
度
に
鑑
定
を

入
れ
、用
地
交
渉
を
行
う
。

令
和
４
年
度
以
降
に
用
地

買
収
、工
事
開
始
の
予
定
で

す
。

新
規
土
地
区
画

整
理
事
業
の
検
討

中
部
広
域
都
市

計
画
区
域
へ
の
移
行

新垣　善功　議員

議
員　
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
」の
制
定
に
つ
い

て
は
、平
成
29
年
９
月
の
定

例
議
会
と
平
成
30
年
の
９

月
定
例
議
会
に
お
い
て
質

問
提
案
し
ま
し
た
が
、そ
の

時
の
村
長
の
答
弁
は「
非
常

に
す
ば
ら
し
い
提
言
だ
と

思
い
ま
す
。」と
そ
し
て「
罰

則
規
定
も
含
め
て
、真
剣
に

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。」と
の
答
弁
で
し
た

が
、あ
れ
か
ら
３
年
経
過
し

ま
し
た
が
、未
だ
に
議
会
へ

の
提
案
が
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
。経
過
説
明
を
求
め
ま

す
。

村
長　
３
年
前
答
弁
し
た

こ
と
は
、し
っ
か
り
と
覚
え

て
お
り
ま
す
。も
う
ち
ょ
っ

と
時
間
を
頂
け
れ
ば
、し
っ

か
り
し
た
条
例
を
制
定
で

き
る
と
思
い
ま
す
。早
め
に

議
会
に
は
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長　
ま
だ
制

定
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、先
進
市
町
村
を
調
査
し

て
必
要
性
も
含
め
て
検
討

中
で
す
。

議
員　
今
、必
要
性
が
あ
る

か
検
討
中
と
の
こ
と
で
す

が
、３
年
間
も
結
論
が
出
せ

な
い
の
は
、お
か
し
い
の
で

は
。こ
れ
ま
で
話
し
合
い
を

行
っ
て
き
た
の
か
、疑
問
で

す
。今
、ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
が
、海
に

流
れ
て
海
洋
汚
染
が
社
会

問
題
化
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

議
員　
本
村
の
高
校
進
学

率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

又
、進
学
し
た
も
の
の
中

途
退
学
者
は
何
人
か
説
明

を
求
め
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹　
昨
年

度
の
進
学
率
は
99
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。中
途
退
学
者
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員　
皆
さ
ん
が
教
え
た

生
徒
達
が
高
校
に
進
学
し

て
、他
の
市
町
村
の
生
徒

達
と
肩
を
並
べ
て
競
争
で

き
る
力
が
あ
る
の
か
な
い

の
か
、な
け
れ
ば
何
が
原

因
な
の
か
を
分
析
し
て
本

村
の
教
育
の
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

又
、中
途
退
学
者
に
つ
い
て

は
、原
因
を
調
査
し
て
特

に
経
済
的
理
由
で
の
退
学

者
は
支
援
す
べ
き
で
は
な

い
か
。将
来
の
村
を
担
う

人
材
を
育
成
し
て
い
く
た

め
に
も
、中
途
退
学
す
る

こ
と
は
、非
常
に
残
念
で

は
な
い
で
す
か
。多
く
の
高

校
生
は
生
活
費
を
稼
ぐ
た

め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
現
状
を
考
慮
し
て
学
生

の
本
分
で
あ
る
学
業
に
専

念
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

交
通
渋
滞
解
消
の
件

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
の
制
定

本
村
の
高
校
進
学
率

及
び
中
途
退
学
者

普天間高等学校の
　　　誘致検討を!
議会より村長へ要請
令和2年10月29日

令和２年10月23日（金）かでな文化センター
講師：鍵屋  一 氏／跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授

町村議会議員・事務局職員研修会
町自治体の防災・減災対策と災害時の議会議員の役割

（14）（15）



　前日の大雨洪水警報もあり、当日の研修は災害がいつでも身近に起こりえることを感じなが
ら流暢な秋田弁で津波の災害時のリアルな体験と映像、経験豊富な体験談はまさに今起こりえ
る災害に対する危機管理を問う、的をえた研修会で『正常化の偏見自分は大丈夫！』と過信するこ
となく防災は教育と訓練でしか習得できない。本当に危ないとき、本番にとっさに動けて命を守

ることが大事。
　コロナ禍の中、研修の重要性を考え、今やらねばと３
密をさけながら議員として日頃から地域を周知し人間
関係、近所関係を良好にし、誰一人取り残さない(高齢
者、弱者)。災害時にいざという時助けることも、身を守
ることもできない。なぜ、行政、企業等の災害対策の優
先順位は低いのか？やるべきこと、学ぶことが多く議員
として勉強することが多くありました。

中城村長　浜田　京介 殿 中城村議会
議長　新垣　博正

中城村議会としての政策提起について

記

貴殿には、村民福祉の向上に日夜ご奮闘していることに対し感謝申し上げます。
本村議会は、村民に身近な議会として、議会の基本理念、議員の責務及び活動原則等を定めた議会基本条例
に基づき議会報告会を開催し、村民の意見を広く聴き議会活動の活性化を図っております。
さて、本年においても2月5日に吉の浦会館において2回目となる議会報告会を開催したところ85人の村民の
参加がありました。行政に対する要望・意見等が数多くあり、全員協議会での検討の結果、下記のとおり政策提
起することになりました。
つきましては、財政の厳しい折村民の行政に対するニーズや解決すべき問題・課題が山積していることとご推
察申し上げますが、早急な対策及び解決に向けて取り組みがなされるよう下記提起いたします。

【政策提起事項】
高等学校の誘致について
「中部地域で唯一高等学校のない本村に普天間高等学校誘致を検討するよう求める。」
普天間高等学校は敷地が狭く、「キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区（返還地）」への移転計画を進めていた
が土地確保ができず、平成30年4月に移転を断念した。そこで中部地域で唯一、高等学校のない本村に普天
間高等学校の誘致を行なうよう村民から強い要望があり、県執行部への働きかけをしていただきたい。

令和２年9月定例議会一般質問

桃原　清　議員

議
員　
新
規
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　
そ
の
件
に
つ
い
て
現

在
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
、

北
上
原
地
域
が
ど
の
様
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
今

集
計
中
で
す
。そ
の
結
果
を

し
っ
か
り
精
査
を
し
て
、こ

の
区
画
整
理
事
業
を
今
後

ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
今
般
の
区
画
整
理

事
業
の
計
画
及
び
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て

①
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
地
区
の

面
積
は

②
地
域
内
の
人
口
は

③
地
域
内
の
地
主
の
人
数

は
何
人
か

④
今
後
、土
地
区
画
整
理

事
業
を
進
め
て
行
く
上
で
、

計
画
か
ら
事
業
終
了
ま
で

ど
の
様
な
順
序
で
進
め
て

行
く
の
か

⑤
組
合
構
成
員
は
ど
の
様

に
決
定
さ
れ
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長　

①
面
積
は
約
45
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
南
上
原
の
一
部
と
北
上

原
の
一
部
に
ま
た
が
っ
て
お

り
地
域
人
口
と
し
て
は
確

認
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
地
権
者
数
は
2
6
7
人

で
す
。

④
ま
ず
調
査
及
び
基
本
構

想
の
策
定
、地
権
者
へ
の
説

明
会
の
実
施
、市
街
化
編

入
、都
市
計
画
の
決
定
を
行

い
、事
業
計
画
の
作
成
、県

の
認
可
・
公
告
を
経
て
事
業

の
開
始
と
な
り
ま
す
。事
業

が
開
始
さ
れ
る
と
、仮
換
地

指
定
、建
築
物
の
移
転
・
除

去
、道
路
及
び
造
成
工
事
と

進
み
ま
す
。そ
の
後
は
換
地

計
画
の
決
定
及
び
換
地
処

分
、そ
れ
に
伴
う
登
記
及
び

住
所
等
の
変
更
、清
算
金
の

徴
収
ま
た
は
交
付
、最
後
に

事
業
終
了
の
認
可
を
得
て

完
了
と
な
り
ま
す
。

⑤
対
象
地
権
者
全
員
で
す
。

議
員　
今
、進
め
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、中
城

村
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
整
合
性
が
あ
る
か
、又

専
門
職
員
を
採
用
し
、担

当
者
と
す
る
事
が
出
来
な

い
か
。

都
市
建
設
課
長　
中
城
村

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
北
中
城
村
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性

が
取
れ
る
形
で
共
同
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し

て
い
く
予
定
で
す
。担
当
者

は
専
属
の
担
当
者
を
配
属

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
員　
奥
間
南
上
原
線
の

渋
滞
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

対
応
、今
後
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
令
和
２

年
度
に
実
施
設
計
及
び
用

地
の
測
量
の
為
の
予
算
計

上
、令
和
３
年
度
に
鑑
定
を

入
れ
、用
地
交
渉
を
行
う
。

令
和
４
年
度
以
降
に
用
地

買
収
、工
事
開
始
の
予
定
で

す
。

新
規
土
地
区
画

整
理
事
業
の
検
討

中
部
広
域
都
市

計
画
区
域
へ
の
移
行

新垣　善功　議員

議
員　
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
」の
制
定
に
つ
い

て
は
、平
成
29
年
９
月
の
定

例
議
会
と
平
成
30
年
の
９

月
定
例
議
会
に
お
い
て
質

問
提
案
し
ま
し
た
が
、そ
の

時
の
村
長
の
答
弁
は「
非
常

に
す
ば
ら
し
い
提
言
だ
と

思
い
ま
す
。」と
そ
し
て「
罰

則
規
定
も
含
め
て
、真
剣
に

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。」と
の
答
弁
で
し
た

が
、あ
れ
か
ら
３
年
経
過
し

ま
し
た
が
、未
だ
に
議
会
へ

の
提
案
が
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
。経
過
説
明
を
求
め
ま

す
。

村
長　
３
年
前
答
弁
し
た

こ
と
は
、し
っ
か
り
と
覚
え

て
お
り
ま
す
。も
う
ち
ょ
っ

と
時
間
を
頂
け
れ
ば
、し
っ

か
り
し
た
条
例
を
制
定
で

き
る
と
思
い
ま
す
。早
め
に

議
会
に
は
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長　
ま
だ
制

定
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、先
進
市
町
村
を
調
査
し

て
必
要
性
も
含
め
て
検
討

中
で
す
。

議
員　
今
、必
要
性
が
あ
る

か
検
討
中
と
の
こ
と
で
す

が
、３
年
間
も
結
論
が
出
せ

な
い
の
は
、お
か
し
い
の
で

は
。こ
れ
ま
で
話
し
合
い
を

行
っ
て
き
た
の
か
、疑
問
で

す
。今
、ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
が
、海
に

流
れ
て
海
洋
汚
染
が
社
会

問
題
化
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

議
員　
本
村
の
高
校
進
学

率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

又
、進
学
し
た
も
の
の
中

途
退
学
者
は
何
人
か
説
明

を
求
め
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹　
昨
年

度
の
進
学
率
は
99
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。中
途
退
学
者
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員　
皆
さ
ん
が
教
え
た

生
徒
達
が
高
校
に
進
学
し

て
、他
の
市
町
村
の
生
徒

達
と
肩
を
並
べ
て
競
争
で

き
る
力
が
あ
る
の
か
な
い

の
か
、な
け
れ
ば
何
が
原

因
な
の
か
を
分
析
し
て
本

村
の
教
育
の
あ
り
方
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

又
、中
途
退
学
者
に
つ
い
て

は
、原
因
を
調
査
し
て
特

に
経
済
的
理
由
で
の
退
学

者
は
支
援
す
べ
き
で
は
な

い
か
。将
来
の
村
を
担
う

人
材
を
育
成
し
て
い
く
た

め
に
も
、中
途
退
学
す
る

こ
と
は
、非
常
に
残
念
で

は
な
い
で
す
か
。多
く
の
高

校
生
は
生
活
費
を
稼
ぐ
た

め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
現
状
を
考
慮
し
て
学
生

の
本
分
で
あ
る
学
業
に
専

念
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

交
通
渋
滞
解
消
の
件

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
の
制
定

本
村
の
高
校
進
学
率

及
び
中
途
退
学
者

普天間高等学校の
　　　誘致検討を!
議会より村長へ要請
令和2年10月29日

令和２年10月23日（金）かでな文化センター
講師：鍵屋  一 氏／跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授

町村議会議員・事務局職員研修会
町自治体の防災・減災対策と災害時の議会議員の役割

（14）（15）
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縄
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　村
民
の
皆
様
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
す

べ
て
の
行
事
や
研
修
会
等
集
会
・
会
合
が
中
止
に

な
り
、不
要
不
急
の
外
出
を
我
慢
し
、先
の
見
え

な
い
不
安
と
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
な
が
ら「
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
」家
で
の
過
ご
し
方
を
工
夫
し
頑
張
っ
て

元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　第
一
波
・
第
二
波
で
対
策
を
講
じ
て
乗
り
切
り
、

今
後
の
第
三
波
に
油
断
な
く
、的
確
に
対
応
し
て

共
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　さ
て
、い
よ
い
よ
役
場
新
庁
舎
が
完
成
移
転
し

て
令
和
三
年
一
月
か
ら
村
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
結
の
あ
る
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

　編
集
委
員
は『
読
み
や
す
い
・
分
か
り
や
す
い
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
広
報
の
工
夫
研
究
を
積
み
重
ね
て

参
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、議
会
だ
よ
り
に
村

民
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
渡
嘉
敷 

眞
整
）

編
集
後
記

お問い合わせは　中城村議会事務局
（☎098-895-4318）まで

中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません!
あなたの字のままでいいんです。

の題字の募集をします!

題 提供字

題字募集!

　新型コロナウイルス感染症の第3波
が拡大中でありますが、今年に入りオン
ライン授業やオンライン会議等が急速
に広がってきました。本村でも小中学校
の児童、生徒を対象とした全員にタブ
レットを配布し、授業に取り入れる予定
です。村議会でも現在の予算資料や決
算資料、議案書等の膨大な紙資料の低
減を図るとともに予算の低減にもつな
がると思います。時代の変化に乗り遅れ
ることなく、タブレットの研修に取り組
み、議会活動がさらに充実するように研

日時：令和2年11月19日（木）　場所：吉の浦会館大ホール
講師：（株）コールアップジャパン　代表取締役副長　仲里均

安里 清市 新垣 修 屋良 照枝 渡嘉敷 眞整
桃原 清

玉那覇 登

「
」

中
城
村
議
会
だ
よ
り

中城村議会だより　2020年12月4日　第65号

ありがとうございま
した !

Vol.

議会からの
お知らせ

令和2年12月定例会は12月4日（金）～12月11日（金）の10時より開催（予定）

「一般質問は12月7日（月）～12月10日（木）予定」
議会の日程については、12月初旬に村ホームページでお知らせします。

議という字は

まだ習っていないから

何回も練習して
書きました

新垣 莉瑚

中城村議会研修会　タブレット研修

修を重ねて村民の負託に応えられるよ
う精進していきます。（大城 常良）
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日
発
行

中
城
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

写
真
：
久
場
岬
に
て
　
令
和
2年
9月

題
字：中

城
小
学
校
4年
　
新
垣
 莉
瑚

あ
ら
か
き

り
こ

ミ
ニ
バ
ラ

中
城
村

も
っ
と
知
ろ
う

み
ん
な
の
議
会

虹
の
向
こ
う
へ

コ
ロ
ナ
を
超
え
て

目
　
次

令
和
元
年
度
決
算
認
定

9
月
定
例
会
の
主
な
議
案

第
6
回
・
8
回
臨
時
会

議
会
議
場
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

一
般
質
問

村
長
へ
要
請
・
議
員
研
修
会

村
議
会
研
修
会
・
編
集
後
記
・
題
字
提
供

P2～
3

P4P5P6P7～
14

P15
P16

【
花
こ
と
ば
】
満
足
、輝

か
し
い

【
撮
影
場
所
】
村
役
場
敷
地
内

（16）


